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教教務務関関係係事事項項 （（博博士士前前期期課課程程 ））

１１．．履履修修案案内内

（１）博士前期課程修了要件について

博士前期課程を修了するには，同課程に２年以上在学し，３０単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を

受けた上，環境生命自然科学研究科の行う学位論文の審査及び最終試験に合格しなければなりません。

但し，特に優れた研究業績を上げた者については，同課程に１年以上の在学をもって修了することもできます。

（２）授業科目の履修について

博士前期課程の学生は，研究科規程・別表２（ ～ に記載）に掲げる授業科目を，その履修方法に従

い，３０単位以上履修しなければなりません。

修了するために必要な授業科目の詳細は，後述の「３．学位プログラム別カリキュラム」にて，自身が所属

する学位プログラム毎の「修了要件（ ）」を参考にしてください。

博士前期課程の学生は，履修を希望する科目については，学年又は学期の始めの指定された期間に，学務情

報システムにより登録することが必要です。

また，毎年度，「履修・研究計画書（兼研究進捗状況報告書）」を指導教員と共に作成し，履修や研究の計画

を立ててください。

’

“
” “ ”

’

“ ”

（３）授業科目のシラバスについて

博士前期課程で開設している授業科目の概要や授業計画等の詳細な内容は，本学ホームページに掲載してい

ます。各自，インターネットで確認してください。

岡山大学ホームページ → 在学生・保護者の方 → シラバス
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＊坂本亘教授は，＜植物ストレス科学コース＞に同姓同名の教授がいますので，連絡をとる際は注意してください。
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１１．．数数理理情情報報科科学学学学位位ププロロググララムム

コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

寺井　直樹　教授

鈴木　武史　准教授

小野　舞子　講師

石川　佳弘　助教

近藤　　慶　教授

秦泉寺　雅夫　教授

鳥居　　猛　教授

門田　直之　准教授

大下　承民　教授

髙瀬　裕志　講師

谷口　雅治　教授

川本　昌紀　准教授

片山　尚幸　教授

小島　慶太　助教

量子構造物性学 強相関系物質や低次元物質，トポロジカル物質が外場下で示す量子物性と構造との相関に関する研究 近藤　隆祐　准教授

機能電子物理学 物質を構成する電子集団が示す新物性を解析し，物質構造や量子相関を解明する実験的研究 神戸　高志　准教授

小林　達生　教授

荒木　新吾　准教授

鄭　　国慶　教授

川崎　慎司　准教授

笠原　　成　教授

木原　　工　准教授

横谷　尚睦　教授

村岡　祐治　准教授

大槻　太毅　准教授

市岡　優典　教授

ｼﾞｪｼｭｹ ﾊﾗﾙﾄﾞ ｵﾗﾌ　教授

大槻　純也　教授

安立　裕人　准教授

石野　宏和　教授

安達　俊介　准教授

吉村　浩司　教授

吉見　彰洋　准教授

植竹　　智　准教授

増田　孝彦　准教授

大林　一平　教授

中井　拳吾　講師

早坂　　太　教授

河本　陽介　准教授

佐々木　徹　教授

小布施　祈織　教授

石原　　卓　教授

関本　　敦　准教授

坂本　　亘　教授（工＊）

高岸　茉莉子　講師

飯塚　誠也　教授

大久保　祐作　講師

＊坂本亘教授は，＜植物ストレス科学コース＞に同姓同名の教授がいますので，連絡をとる際は注意してください。

宇宙物理学 宇宙マイクロ波背景放射観測による宇宙の起源の研究，超伝導技術を用いた新規な宇宙・素粒子実験の研究

界面電子物理学 表面・界面に特有な原子配列，化学結合状態及び物性を実験的に解明

計算機統計学
様々な問題に関するデータに対して計算機を利用し問題を解決するデータ分析の理論と応用についての教育研究を
行う。

現象数値解析学
気象，環境，工学等に関わる種々の流体現象を，数値シミュレーションやデータ駆動型計算によって解析するため
の理論と手法，及びその実践に関する教育研究を行う。

統計データ解析学
環境・生命科学，自然・社会科学などの諸問題に関するデータを解析するために必要な統計理論・方法論について
の教育研究を行う。

数
理
デ
ー
タ
科
学

数理データ活用学
データの解析および活用のための位相幾何学，力学系理論，各種データ科学などに基づく数理的基盤構築およびそ
の応用に関する教育研究を行う。

素粒子物理学 素粒子ニュートリノの実験的研究による物質の構造・宇宙の歴史の解明 小汐　由介 准教授

時空間統計学 種々の地理情報データや時空間データに対する統計的解析の理論と応用についての教育研究を行う。 石岡　文生　教授

物
理
科
学

構造物性物理学 新物質・物性の開拓と，放射光X線を用いた構造研究

量子物質物理学 物質の量子効果やスピン系の時空間での相関を，磁性体における物性測定により研究 味野　道信　教授

低温物性物理学

応用数理学 代数学，確率論における数学的対象や構造についての教育研究を行う。

数理モデル解析学 自然現象を記述する数理モデルを解析する数学的手法と，その応用に関する教育研究を行なう。

量子宇宙基礎物理学
原子・分子・光科学の手法を応用した，現宇宙の物質・反物質非平衡の起源探索や，標準模型を超える素粒子像の
探求に関する実験的研究

核磁気共鳴(NMR)法を用いた超伝導や電子相関，トポロジカル量子現象などに関する研究

量子物性物理学 量子多体系で実現する非従来型超伝導や新奇電子状態を対象とした凝縮系物理学実験に関する研究

極限量子物理学 量子光学・原子物理学の先進技術を駆使したニュートリノ物理学を基軸とする宇宙・素粒子分野の実験的研究

数理解析学 微分方程式論，確率論，関数解析学，力学系，統計学など解析学の視点から数理物理に関わる諸問題の教育，研究

２２．．教教育育研研究究分分野野のの内内容容

数
理
科
学

代数学 整数論，環論，表現論，代数幾何学，組合せ論の教育，研究

幾何学 微分幾何学，多様体構造，数理物理学，位相幾何学，位相的場の理論，位相空間論の教育，研究

解析学
微分方程式論，確率論，関数解析学，力学系，統計学など解析学の視点からの数理物理に関わる諸問題の教育，研
究

極限環境物理学 極低温，高圧，強磁場の極限環境下で現れる特異な磁性，超伝導に関する実験的研究

量子多体物理学 量子多体系における非従来型超伝導，スピン輸送，磁性，計算物質科学，密度汎関数理論などの物性理論研究

－46－
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＊坂本亘教授は，＜植物ストレス科学コース＞に同姓同名の教授がいますので，連絡をとる際は注意してください。
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１１．．数数理理情情報報科科学学学学位位ププロロググララムム

コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

寺井　直樹　教授

鈴木　武史　准教授

小野　舞子　講師

石川　佳弘　助教

近藤　　慶　教授

秦泉寺　雅夫　教授

鳥居　　猛　教授

門田　直之　准教授

大下　承民　教授

髙瀬　裕志　講師

谷口　雅治　教授

川本　昌紀　准教授

片山　尚幸　教授

小島　慶太　助教

量子構造物性学 強相関系物質や低次元物質，トポロジカル物質が外場下で示す量子物性と構造との相関に関する研究 近藤　隆祐　准教授

機能電子物理学 物質を構成する電子集団が示す新物性を解析し，物質構造や量子相関を解明する実験的研究 神戸　高志　准教授

小林　達生　教授

荒木　新吾　准教授

鄭　　国慶　教授

川崎　慎司　准教授

笠原　　成　教授

木原　　工　准教授

横谷　尚睦　教授

村岡　祐治　准教授

大槻　太毅　准教授

市岡　優典　教授

ｼﾞｪｼｭｹ ﾊﾗﾙﾄﾞ ｵﾗﾌ　教授

大槻　純也　教授

安立　裕人　准教授

石野　宏和　教授

安達　俊介　准教授

吉村　浩司　教授

吉見　彰洋　准教授

植竹　　智　准教授

増田　孝彦　准教授

大林　一平　教授

中井　拳吾　講師

早坂　　太　教授

河本　陽介　准教授

佐々木　徹　教授

小布施　祈織　教授

石原　　卓　教授

関本　　敦　准教授

坂本　　亘　教授（工＊）

高岸　茉莉子　講師

飯塚　誠也　教授

大久保　祐作　講師

＊坂本亘教授は，＜植物ストレス科学コース＞に同姓同名の教授がいますので，連絡をとる際は注意してください。

宇宙物理学 宇宙マイクロ波背景放射観測による宇宙の起源の研究，超伝導技術を用いた新規な宇宙・素粒子実験の研究

界面電子物理学 表面・界面に特有な原子配列，化学結合状態及び物性を実験的に解明

計算機統計学
様々な問題に関するデータに対して計算機を利用し問題を解決するデータ分析の理論と応用についての教育研究を
行う。

現象数値解析学
気象，環境，工学等に関わる種々の流体現象を，数値シミュレーションやデータ駆動型計算によって解析するため
の理論と手法，及びその実践に関する教育研究を行う。

統計データ解析学
環境・生命科学，自然・社会科学などの諸問題に関するデータを解析するために必要な統計理論・方法論について
の教育研究を行う。

数
理
デ
ー
タ
科
学

数理データ活用学
データの解析および活用のための位相幾何学，力学系理論，各種データ科学などに基づく数理的基盤構築およびそ
の応用に関する教育研究を行う。

素粒子物理学 素粒子ニュートリノの実験的研究による物質の構造・宇宙の歴史の解明 小汐　由介 准教授

時空間統計学 種々の地理情報データや時空間データに対する統計的解析の理論と応用についての教育研究を行う。 石岡　文生　教授

物
理
科
学

構造物性物理学 新物質・物性の開拓と，放射光X線を用いた構造研究

量子物質物理学 物質の量子効果やスピン系の時空間での相関を，磁性体における物性測定により研究 味野　道信　教授

低温物性物理学

応用数理学 代数学，確率論における数学的対象や構造についての教育研究を行う。

数理モデル解析学 自然現象を記述する数理モデルを解析する数学的手法と，その応用に関する教育研究を行なう。

量子宇宙基礎物理学
原子・分子・光科学の手法を応用した，現宇宙の物質・反物質非平衡の起源探索や，標準模型を超える素粒子像の
探求に関する実験的研究

核磁気共鳴(NMR)法を用いた超伝導や電子相関，トポロジカル量子現象などに関する研究

量子物性物理学 量子多体系で実現する非従来型超伝導や新奇電子状態を対象とした凝縮系物理学実験に関する研究

極限量子物理学 量子光学・原子物理学の先進技術を駆使したニュートリノ物理学を基軸とする宇宙・素粒子分野の実験的研究

数理解析学 微分方程式論，確率論，関数解析学，力学系，統計学など解析学の視点から数理物理に関わる諸問題の教育，研究

２２．．教教育育研研究究分分野野のの内内容容

数
理
科
学

代数学 整数論，環論，表現論，代数幾何学，組合せ論の教育，研究

幾何学 微分幾何学，多様体構造，数理物理学，位相幾何学，位相的場の理論，位相空間論の教育，研究

解析学
微分方程式論，確率論，関数解析学，力学系，統計学など解析学の視点からの数理物理に関わる諸問題の教育，研
究

極限環境物理学 極低温，高圧，強磁場の極限環境下で現れる特異な磁性，超伝導に関する実験的研究

量子多体物理学 量子多体系における非従来型超伝導，スピン輸送，磁性，計算物質科学，密度汎関数理論などの物性理論研究
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１１．．数数理理情情報報科科学学学学位位ププロロググララムム

コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

山内　利宏　教授

渡邊　　実　教授

乃村　能成　准教授

林　　冬惠　准教授

渡邊　誠也　助教

岡部　孝弘　教授

明石　卓也　教授

竹内　孔一　准教授

原　　　直　准教授

吉田　道隆　助教

遠藤　良峻　助教

太田　　学　教授

後藤　佑介　准教授

松田　裕貴　講師

高橋　規一　教授

門田　暁人　教授

中川　博之　教授

栗田　和宏　准教授

右田　剛史　助教

稲吉　弘樹　助教

大石　慶一朗　助教

上原　一浩　教授

冨里　　繁　准教授

田野　　哲　教授

侯　　亜飛　准教授

舩曵　信生　教授

HTOO HTOO SANDI KYAW　講師

豊田　啓孝　教授

吉田　征弘　助教

野上　保之　教授

小寺　雄太　准教授

金　　錫範　教授

植田　浩史　准教授

井上　良太　助教

平木　英治　教授

石原　將貴　助教

電動機システム工学 電動機の高性能化と電動機制御に関する研究 綱田　　錬　准教授

林　　靖彦　教授

山下　善文　准教授

西川　　亘　助教

鈴木　弘朗　助教

鶴田　健二　教授

深谷　優梨　助教
マルチスケールデバイス設計学 電子・原子からマクロな電磁・音響特性までの多階層解析手法による新機能デバイスの設計

組込み系・電子制御系の高機能化と省エネ設計，通信遅延等の分布定数要素を含む物理系のモデリングと制御に関
する研究

今井　　純　准教授

波動回路学 マイクロ波・ミリ波回路及びアンテナの解析・構成とその応用 佐薙　　稔　准教授

情報セキュリティ工学 コンピュータおよびネットワークのセキュリティ技術に関する研究

ネットワークシステム学 コンピュータネットワークシステムの設計技術と制御技術に関する研究 福島　行信　准教授

ナノデバイス・材料物性学

電子制御工学

シリコンを用いたフォトニック結晶デバイスの開発と，光電融合および人工衛星への応用

超電導応用工学 最新の超電導材料技術と超電導工学を活用した応用超電導に関する研究

電力変換システム工学 パワーエレクトロニクス・電磁界解析を応用した電力変換システムの研究

モバイル通信学 移動通信のシステム構成技術，無線リンク設計法に関する研究

分散システム構成学 分散システムの構成技術およびアプリケーションに関する研究

EMC設計学 電気電子・情報通信機器の信頼性を担保する電磁環境適合性(EMC)設計手法に関する研究

マルチメディア無線方式学 マルチメディア無線通信方式実現のための信号伝送技術に関する研究

計
算
機
科
学

パターン情報学 パターン認識・理解に関する基礎理論及び，視覚情報処理・言語情報処理・音声情報処理

知能設計工学 ウェブ情報検索，ウェブマイニング，電子図書館，及びストリーム配信や知能応用

知能ソフトウェア基礎学 知能計算の基礎理論と応用，数理情報学，ソフトウェア工学

計算機工学 計算機の基盤となるハードウェアとソフトウェアの技術

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
学

セキュアハードウェア設計学 情報セキュリティの基盤となるセキュアハードウェアの設計技術に関する研究 五百旗頭　健吾　准教授

アンビエント電磁波工学

電
気
電
子
機
能
開
発
学

髙橋　　和　教授

藤森　和博　准教授
無線通信・無線電力伝送に関連するデバイスやシステムと計測技術の開発，ワイヤレスIoTネットワークなどの設
計と構築

太陽電池などエネルギー分野・ナノテクノロジーに応用するためのナノ材料やナノデバイスの創成と，新たな材料
物性の発現・制御に関する研究

シリコンフォトニクス工学
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１１．．数数理理情情報報科科学学学学位位ププロロググララムム

コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

山内　利宏　教授

渡邊　　実　教授

乃村　能成　准教授

林　　冬惠　准教授

渡邊　誠也　助教

岡部　孝弘　教授

明石　卓也　教授

竹内　孔一　准教授

原　　　直　准教授

吉田　道隆　助教

遠藤　良峻　助教

太田　　学　教授

後藤　佑介　准教授

松田　裕貴　講師

高橋　規一　教授

門田　暁人　教授

中川　博之　教授

栗田　和宏　准教授

右田　剛史　助教

稲吉　弘樹　助教

大石　慶一朗　助教

上原　一浩　教授

冨里　　繁　准教授

田野　　哲　教授

侯　　亜飛　准教授

舩曵　信生　教授

HTOO HTOO SANDI KYAW　講師

豊田　啓孝　教授

吉田　征弘　助教

野上　保之　教授

小寺　雄太　准教授

金　　錫範　教授

植田　浩史　准教授

井上　良太　助教

平木　英治　教授

石原　將貴　助教

電動機システム工学 電動機の高性能化と電動機制御に関する研究 綱田　　錬　准教授

林　　靖彦　教授

山下　善文　准教授

西川　　亘　助教

鈴木　弘朗　助教

鶴田　健二　教授

深谷　優梨　助教
マルチスケールデバイス設計学 電子・原子からマクロな電磁・音響特性までの多階層解析手法による新機能デバイスの設計

組込み系・電子制御系の高機能化と省エネ設計，通信遅延等の分布定数要素を含む物理系のモデリングと制御に関
する研究

今井　　純　准教授

波動回路学 マイクロ波・ミリ波回路及びアンテナの解析・構成とその応用 佐薙　　稔　准教授

情報セキュリティ工学 コンピュータおよびネットワークのセキュリティ技術に関する研究

ネットワークシステム学 コンピュータネットワークシステムの設計技術と制御技術に関する研究 福島　行信　准教授

ナノデバイス・材料物性学

電子制御工学

シリコンを用いたフォトニック結晶デバイスの開発と，光電融合および人工衛星への応用

超電導応用工学 最新の超電導材料技術と超電導工学を活用した応用超電導に関する研究

電力変換システム工学 パワーエレクトロニクス・電磁界解析を応用した電力変換システムの研究

モバイル通信学 移動通信のシステム構成技術，無線リンク設計法に関する研究

分散システム構成学 分散システムの構成技術およびアプリケーションに関する研究

EMC設計学 電気電子・情報通信機器の信頼性を担保する電磁環境適合性(EMC)設計手法に関する研究

マルチメディア無線方式学 マルチメディア無線通信方式実現のための信号伝送技術に関する研究

計
算
機
科
学

パターン情報学 パターン認識・理解に関する基礎理論及び，視覚情報処理・言語情報処理・音声情報処理

知能設計工学 ウェブ情報検索，ウェブマイニング，電子図書館，及びストリーム配信や知能応用

知能ソフトウェア基礎学 知能計算の基礎理論と応用，数理情報学，ソフトウェア工学

計算機工学 計算機の基盤となるハードウェアとソフトウェアの技術

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
学

セキュアハードウェア設計学 情報セキュリティの基盤となるセキュアハードウェアの設計技術に関する研究 五百旗頭　健吾　准教授

アンビエント電磁波工学

電
気
電
子
機
能
開
発
学

髙橋　　和　教授

藤森　和博　准教授
無線通信・無線電力伝送に関連するデバイスやシステムと計測技術の開発，ワイヤレスIoTネットワークなどの設
計と構築

太陽電池などエネルギー分野・ナノテクノロジーに応用するためのナノ材料やナノデバイスの創成と，新たな材料
物性の発現・制御に関する研究

シリコンフォトニクス工学
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２２．．機機械械シシスステテムム都都市市創創成成科科学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

宮本　浩一郎　教授

佐藤　治夫　准教授

松野　隆幸　教授

王　　永東　助教

適応自律システム学 自律機能を有するロボットなどの知能化技術と応用についての研究・教育 戸田　雄一郎　准教授

バイオロボティクス学 生物模倣ロボットならびに医用工学に関連する機器の設計開発についての研究・教育 亀川　哲志　教授

ソフトロボティクス学 ソフトロボットに関する要素技術の設計開発と，その応用についての研究・教育 下岡　　綜　准教授

田中　俊二　教授

柳川　佳也　准教授

川本　卓樹　助教

西村　悠樹　教授

池崎　太一　助教

非線形制御学 非線形システムの制御や非線形最適制御についての研究・教育 湯野　剛史　准教授

神田　岳文　教授

山口　大介　助教

真下　智昭　教授

出原　俊介　助教

生体メカトロニクス学 生体のメカニズムに基づく計測・解析およびその応用としてのインタフェースに関する研究・教育 芝軒　太郎　准教授

岡安　光博　教授

荒川　仁太　助教

機能材料学 金属材料の機能性とその応用に関する研究と教育 竹元　嘉利　准教授

多田　直哉　教授

上森　　武　准教授

坂本　惇司　助教

脇元　修一　教授

塩田　　忠　准教授

岡田　　晃　教授

篠永　東吾　准教授

大橋　一仁　教授

金子　和暉　助教

空気力学 航空機等の飛翔体周りの流れや航空エンジン等の内部流動に関する研究と教育 河内　俊憲　教授

流体力学 流体の挙動を力学的に扱う，流れエネルギ－の効率的利用に関する研究と教育 鈴木　博貴　准教授

堀部　明彦　教授

山田　　寛　准教授

磯部　和真　助教

河原　伸幸　教授

小橋　好充　准教授

坪井　和也　助教

木質構造設計学
これまで，鋼構造，鉄筋コンクリート造が主体であった中大規模建築まで対象とし，木質構造を設計するための構
造理論，構造技術，解析技術に関する研究教育を行う。

ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ　准教授

比江島　慎二　教授

木本　和志　准教授

吉田　圭介　准教授

赤穗　良輔　准教授

小松　  満　教授

古川　全太郎　准教授

歴史・景観学
地域の歴史や文化・風土，先人たちによる技術や思いを明らかにすることによって，それらを活かした個性豊かな
地域づくり・まちづくり，景観・インフラ整備についての教育研究を行う。

樋口　輝久　准教授

堀　　裕典　准教授

橋田　竜兵　講師

橋本　成仁　教授

氏原　岳人　准教授

木質資源利用学 構造部材としての木質材料の開発や機能評価，建築・土木分野への応用に関する教育研究を行う。 高麗　秀昭　教授

綾野　克紀　教授

藤井　隆史　准教授

水質衛生学
衛生的で持続可能な都市環境を築くために，新しい水処理技術，環境中での物質の移動と生態系との関わりについ
て教育研究を行う。

永禮　英明　教授

伝熱工学 熱エネルギー貯蔵・輸送，新冷凍空調システムに関する基礎・応用研究と教育

構造材料学

都市・建築環境学
持続可能な地球を維持しつつ，快適な都市・建築環境を実現するために，これから構築していくべきエネルギーシ
ステムの在り方やその利用に関わるリテラシーを明らかにするための教育研究を行う。

メカトロニクスシステム学 メカトロニクスの要素技術およびシステムの設計，その計測と制御手法に関する研究・教育

システム制御学 ダイナミカルシステムの解析と制御設計ならびにその応用についての研究・教育

知的システム計画学
センサシステムの設計およびアプリケーション開発，ならびにバックエンド工学，環境動態，放射線安全及びそれ
らの設計・解析評価システムに関する研究・教育

適応学習システム制御学

知
能
機
械
シ
ス
テ
ム
学

数理システム最適化学
生産活動に伴う各種不確実性のもとで，適正に意志決定を行うための問題のモデリング並びにモデルの解法に関す
る研究・教育

システム構成学

建築計画学
より良い建築都市空間を創出するための建築計画手法・建築関連規定，都市計画手法・法制度，都市デザイン手
法，空間計画手法，まちづくり手法，参加・合意形成手法などについての教育研究を行う。

都市・交通計画学
少子・高齢社会において，持続可能な都市を実現するため，安心・安全で活力のある都市と交通，環境やひとの生
活に配慮した効率的な都市・交通計画やエネルギー低減の方法，景観や地域の独自性や歴史に沿ったまちづくりの
施策について研究する。

現代的な建築空間とその設計手法の関係を考察すると共に，その土地の歴史や環境，地域社会，人々の暮らしと持
続的に融合する建築デザインについての実践及び，教育研究を行う。

川西　敦史　准教授

鋼構造設計学
インフラ構造物の先進的な施工方法あるいは長寿命化のためのメンテナンスに関する事象を対象として，計算機を
利用した力学・物理・化学現象の解明とその実験的証明に関する研究教育，あるいは風や水流による鋼構造物の振
動現象やそれを活用した風力発電・潮流発電による再生可能エネルギー技術に関する教育研究を行う。

新しい加工原理に基づく，精密微細加工技術の開発を行うための研究と教育

アクチュエータやセンサ等機能デバイスと，そのシステム応用についての研究・教育

適応学習機能を有する知的制御システム設計に関する研究・教育

地盤・地下水学
地震，豪雨，洪水による地盤災害の軽減や建設工事などに係わる地盤，地下水，土構造物の挙動解析および調査技
術についての教育研究を行う。

建築設計学

動力熱工学 熱機関の燃焼現象，熱効率，環境適合化に関する総合的研究

材料の構造，物性，機能，評価並びに組織制御の研究と教育

応用固体力学 固体力学の基礎と応用，固体材料の変形及び損傷に関する実験及び解析

機械設計学 アクチュエータ・センサなどの機能要素，及び機械要素のトライボロジーに関する研究・教育

特殊加工学先
端
機
械
学

機械加工学 機械加工技術の高能率化・高精度化・高品質化・知的自動化・環境低減化の教育・研究

鳴海　大典　教授

都
市
環
境
創
成
学

コンクリート構造設計学
リサイクル性，環境負荷低減性等を考慮した建設材料及びコンクリート構造物の合理的で信頼性に富む設計手法に
ついての教育研究を行う。

水工学
自然と共存可能で多様な水域環境の創成に係わる河川，海岸域における水の流動解析と各種水工構造物の水理設計
法についての教育研究を行う。
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２２．．機機械械シシスステテムム都都市市創創成成科科学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

宮本　浩一郎　教授

佐藤　治夫　准教授

松野　隆幸　教授

王　　永東　助教

適応自律システム学 自律機能を有するロボットなどの知能化技術と応用についての研究・教育 戸田　雄一郎　准教授

バイオロボティクス学 生物模倣ロボットならびに医用工学に関連する機器の設計開発についての研究・教育 亀川　哲志　教授

ソフトロボティクス学 ソフトロボットに関する要素技術の設計開発と，その応用についての研究・教育 下岡　　綜　准教授

田中　俊二　教授

柳川　佳也　准教授

川本　卓樹　助教

西村　悠樹　教授

池崎　太一　助教

非線形制御学 非線形システムの制御や非線形最適制御についての研究・教育 湯野　剛史　准教授

神田　岳文　教授

山口　大介　助教

真下　智昭　教授

出原　俊介　助教

生体メカトロニクス学 生体のメカニズムに基づく計測・解析およびその応用としてのインタフェースに関する研究・教育 芝軒　太郎　准教授

岡安　光博　教授

荒川　仁太　助教

機能材料学 金属材料の機能性とその応用に関する研究と教育 竹元　嘉利　准教授

多田　直哉　教授

上森　　武　准教授

坂本　惇司　助教

脇元　修一　教授

塩田　　忠　准教授

岡田　　晃　教授

篠永　東吾　准教授

大橋　一仁　教授

金子　和暉　助教

空気力学 航空機等の飛翔体周りの流れや航空エンジン等の内部流動に関する研究と教育 河内　俊憲　教授

流体力学 流体の挙動を力学的に扱う，流れエネルギ－の効率的利用に関する研究と教育 鈴木　博貴　准教授

堀部　明彦　教授

山田　　寛　准教授

磯部　和真　助教

河原　伸幸　教授

小橋　好充　准教授

坪井　和也　助教

木質構造設計学
これまで，鋼構造，鉄筋コンクリート造が主体であった中大規模建築まで対象とし，木質構造を設計するための構
造理論，構造技術，解析技術に関する研究教育を行う。

ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ　准教授

比江島　慎二　教授

木本　和志　准教授

吉田　圭介　准教授

赤穗　良輔　准教授

小松　  満　教授

古川　全太郎　准教授

歴史・景観学
地域の歴史や文化・風土，先人たちによる技術や思いを明らかにすることによって，それらを活かした個性豊かな
地域づくり・まちづくり，景観・インフラ整備についての教育研究を行う。

樋口　輝久　准教授

堀　　裕典　准教授

橋田　竜兵　講師

橋本　成仁　教授

氏原　岳人　准教授

木質資源利用学 構造部材としての木質材料の開発や機能評価，建築・土木分野への応用に関する教育研究を行う。 高麗　秀昭　教授

綾野　克紀　教授

藤井　隆史　准教授

水質衛生学
衛生的で持続可能な都市環境を築くために，新しい水処理技術，環境中での物質の移動と生態系との関わりについ
て教育研究を行う。

永禮　英明　教授

伝熱工学 熱エネルギー貯蔵・輸送，新冷凍空調システムに関する基礎・応用研究と教育

構造材料学

都市・建築環境学
持続可能な地球を維持しつつ，快適な都市・建築環境を実現するために，これから構築していくべきエネルギーシ
ステムの在り方やその利用に関わるリテラシーを明らかにするための教育研究を行う。

メカトロニクスシステム学 メカトロニクスの要素技術およびシステムの設計，その計測と制御手法に関する研究・教育

システム制御学 ダイナミカルシステムの解析と制御設計ならびにその応用についての研究・教育

知的システム計画学
センサシステムの設計およびアプリケーション開発，ならびにバックエンド工学，環境動態，放射線安全及びそれ
らの設計・解析評価システムに関する研究・教育

適応学習システム制御学

知
能
機
械
シ
ス
テ
ム
学

数理システム最適化学
生産活動に伴う各種不確実性のもとで，適正に意志決定を行うための問題のモデリング並びにモデルの解法に関す
る研究・教育

システム構成学

建築計画学
より良い建築都市空間を創出するための建築計画手法・建築関連規定，都市計画手法・法制度，都市デザイン手
法，空間計画手法，まちづくり手法，参加・合意形成手法などについての教育研究を行う。

都市・交通計画学
少子・高齢社会において，持続可能な都市を実現するため，安心・安全で活力のある都市と交通，環境やひとの生
活に配慮した効率的な都市・交通計画やエネルギー低減の方法，景観や地域の独自性や歴史に沿ったまちづくりの
施策について研究する。

現代的な建築空間とその設計手法の関係を考察すると共に，その土地の歴史や環境，地域社会，人々の暮らしと持
続的に融合する建築デザインについての実践及び，教育研究を行う。

川西　敦史　准教授

鋼構造設計学
インフラ構造物の先進的な施工方法あるいは長寿命化のためのメンテナンスに関する事象を対象として，計算機を
利用した力学・物理・化学現象の解明とその実験的証明に関する研究教育，あるいは風や水流による鋼構造物の振
動現象やそれを活用した風力発電・潮流発電による再生可能エネルギー技術に関する教育研究を行う。

新しい加工原理に基づく，精密微細加工技術の開発を行うための研究と教育

アクチュエータやセンサ等機能デバイスと，そのシステム応用についての研究・教育

適応学習機能を有する知的制御システム設計に関する研究・教育

地盤・地下水学
地震，豪雨，洪水による地盤災害の軽減や建設工事などに係わる地盤，地下水，土構造物の挙動解析および調査技
術についての教育研究を行う。

建築設計学

動力熱工学 熱機関の燃焼現象，熱効率，環境適合化に関する総合的研究

材料の構造，物性，機能，評価並びに組織制御の研究と教育

応用固体力学 固体力学の基礎と応用，固体材料の変形及び損傷に関する実験及び解析

機械設計学 アクチュエータ・センサなどの機能要素，及び機械要素のトライボロジーに関する研究・教育

特殊加工学先
端
機
械
学

機械加工学 機械加工技術の高能率化・高精度化・高品質化・知的自動化・環境低減化の教育・研究

鳴海　大典　教授

都
市
環
境
創
成
学

コンクリート構造設計学
リサイクル性，環境負荷低減性等を考慮した建設材料及びコンクリート構造物の合理的で信頼性に富む設計手法に
ついての教育研究を行う。

水工学
自然と共存可能で多様な水域環境の創成に係わる河川，海岸域における水の流動解析と各種水工構造物の水理設計
法についての教育研究を行う。
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３３．．創創成成化化学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

理論物理化学 液体・溶液・界面の構造・相平衡・相転移に関する理論的研究 甲賀　研一郎　教授

門田　　功　教授

髙村　浩由　准教授

西原　康師　教授

森　　裕樹　助教

田中　健太　助教

金田　　隆　教授

武安　伸幸　准教授

篠田　　渉　教授

永井　哲郎　准教授
生体分子集合系やソフトマテリアルの理論及びシミュレーションによる研究

光機能性無機ナノ粒子の開発とその応用に関する研究 藤原　正澄　教授

理論計算化学

有機化学 天然及び類縁生理活性物質の合成に関する研究

界面物性化学 二次元層状物質を基礎とした新規な超伝導物質ならびに電子デバイスの開拓に関する研究 後藤　秀徳　准教授

理論化学

配位化学 遷移金属及びランタノイドを含む金属錯体の合成，構造，物性及び反応性に関する教育と研究 鈴木　孝義　教授

凝集系の構造とダイナミクスに関する理論と計算機シミュレーションによる研究 松本　正和　准教授

新規なπ系化合物の合成，光反応性並びに物性に関する研究 岡本　秀毅　准教授反応有機化学

物
質
基
礎
科
学

分光化学 不安定分子および複合分子の振動回転スペクトルの研究 唐　　　健　教授

無機化学 機能性無機化合物の合成（開発），構造，性質，反応性の研究 大久保　貴広　教授

機能有機化学 有機金属化学に基づく効率的物質変換法の開発と機能性有機材料合成への応用に関する研究

表面物理化学 固体表面における化学反応とエネルギー変換過程の理解と制御に関する研究 山方　　啓　教授

分析化学 物質の動的挙動，自然界･新規材料における微量物質の化学的挙動解明のための分析化学研究

ナノ化学
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３３．．創創成成化化学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

理論物理化学 液体・溶液・界面の構造・相平衡・相転移に関する理論的研究 甲賀　研一郎　教授

門田　　功　教授

髙村　浩由　准教授

西原　康師　教授

森　　裕樹　助教

田中　健太　助教

金田　　隆　教授

武安　伸幸　准教授

篠田　　渉　教授

永井　哲郎　准教授
生体分子集合系やソフトマテリアルの理論及びシミュレーションによる研究

光機能性無機ナノ粒子の開発とその応用に関する研究 藤原　正澄　教授

理論計算化学

有機化学 天然及び類縁生理活性物質の合成に関する研究

界面物性化学 二次元層状物質を基礎とした新規な超伝導物質ならびに電子デバイスの開拓に関する研究 後藤　秀徳　准教授

理論化学

配位化学 遷移金属及びランタノイドを含む金属錯体の合成，構造，物性及び反応性に関する教育と研究 鈴木　孝義　教授

凝集系の構造とダイナミクスに関する理論と計算機シミュレーションによる研究 松本　正和　准教授

新規なπ系化合物の合成，光反応性並びに物性に関する研究 岡本　秀毅　准教授反応有機化学

物
質
基
礎
科
学

分光化学 不安定分子および複合分子の振動回転スペクトルの研究 唐　　　健　教授

無機化学 機能性無機化合物の合成（開発），構造，性質，反応性の研究 大久保　貴広　教授

機能有機化学 有機金属化学に基づく効率的物質変換法の開発と機能性有機材料合成への応用に関する研究

表面物理化学 固体表面における化学反応とエネルギー変換過程の理解と制御に関する研究 山方　　啓　教授

分析化学 物質の動的挙動，自然界･新規材料における微量物質の化学的挙動解明のための分析化学研究

ナノ化学
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３３．．創創成成化化学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

環境非晶質材料科学
省資源，省エネルギーに資する機能性セラミックス材料の開発，廃棄物から有価元素を回収し化学肥料などとして
再利用する処理プロセスの開発など，グリーンイノベーションに関する教育研究を行う。

紅野　安彦　准教授

亀島　欣一　教授

西本　俊介　准教授

有機機能材料学
グリーンイノベーションのための環境適応型有機機能材料を開発し，人工光合成，太陽電池，光触媒，あるいはナ
ノ医療を可能とすることを目指し，材料の分子設計及び合成法について光化学，ナノ炭素化学，有機典型元素化
学，構造有機化学，そして，分子集合体化学などを駆使した多角的な教育研究を行う。

田嶋　智之　准教授

鈴木　大介　教授

山崎　慎一　准教授

木村　幸敬　教授

島内　寿徳　准教授

ｳｯﾃﾞｨﾝ ﾓﾊﾏｯﾄﾞ ｱｽﾞﾊ　教授

福田　伸子　教授

中原　　望　助教

藤井　達生　教授

狩野　　旬　准教授

中西　　真　准教授

古茂田　将人　助教

岸本　　昭　教授

寺西　貴志　准教授

小野　　努　教授

渡邉　貴一　准教授

飯田　裕也　助教

後藤　邦彰　教授

中曽　浩一　准教授

今村　維克　教授

今中　洋行　助教

菅　　誠治　教授

光藤　耕一　准教授

佐藤　英祐　助教

三浦　智也　教授

山崎　　賢　助教

依馬　　正　教授

髙石　和人　准教授

新田　菜摘　助教

坂倉　　彰　教授

溝口　玄樹　准教授

内田　哲也　教授

沖原　　巧　講師

木村　尚敬　助教

機能分子工学
有機小分子からナノカーボンや生体材料のような巨大分子に至る様々なスケールの材料の構造を原子レベルで制御
し，物性評価や新規機能を開拓する研究

仁科　勇太　教授

応
用
化
学

生物有機化学 生物活性物質の全合成，有機触媒を利用した不斉合成に関する研究

工業触媒化学 地球規模の課題解決へ向けた産業上の重要性が高い，革新的な化学触媒法の研究・技術開発 押木　俊之　講師

合成プロセス化学 活性種化学，触媒化学，マイクロ化学などを基盤とした合成プロセスに関する研究

有機金属化学
金属－炭素結合を有する有機金属錯体や有機金属試剤を用いた高効率・高選択的な有機合成反応の開発に関する研
究

合成有機化学 協同的相互作用により卓越した分子認識・触媒・発光機能を示す有機分子を創成する研究

環境高分子材料学
高性能や高機能に加え，リサイクル性や環境負荷低減性等を考慮した高分子材料の分子設計法とその効率的合成法
についての教育研究を行う。

環境無機材料科学
環境浄化及びクリーンエネルギーに関連する機能性材料並びに廃棄物の再資源化に関するプロセス技術についての
教育研究を行う。

環境工学の基礎となる物質が関与するプロセスの開発やその設計法及びグリーンケミストリーに基づく材料プロ
セッシングについての教育研究を行う。

環境反応工学
エネルギー資源確保のための触媒・固体収着剤の設計・開発および物質循環を促す光支援型機能性界面に関する教
育研究を行う。

高分子材料学 高分子材料や複合材料の固体構造および形成原理の解明，高機能材料の開発に関する研究

環境プロセス工学

無機材料学 無機固体材料の合成と微細構造及び電子・スピン制御を基礎とした高機能化と材料設計

無機物性化学 固体内界面（粒界）や固－液界面での物質やイオン，電子の移動を制御した新機能の創製

界面プロセス工学
異相界面や相分離などあらゆる界面を分子レベルで制御する方法論を構築してプロセス及びプロダクトをイノベー
ションする研究

粒子・流体プロセス工学
化学プロセス中での粒子状固体材料に関わる諸現象の解明と，粒子・粉体特性評価法および熱移動現象に関する研
究

バイオプロセス工学 非生理的環境下におけるタンパク質の応用とそれに関連する界面間，物質間相互作用に関する研究
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３３．．創創成成化化学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

環境非晶質材料科学
省資源，省エネルギーに資する機能性セラミックス材料の開発，廃棄物から有価元素を回収し化学肥料などとして
再利用する処理プロセスの開発など，グリーンイノベーションに関する教育研究を行う。

紅野　安彦　准教授

亀島　欣一　教授

西本　俊介　准教授

有機機能材料学
グリーンイノベーションのための環境適応型有機機能材料を開発し，人工光合成，太陽電池，光触媒，あるいはナ
ノ医療を可能とすることを目指し，材料の分子設計及び合成法について光化学，ナノ炭素化学，有機典型元素化
学，構造有機化学，そして，分子集合体化学などを駆使した多角的な教育研究を行う。

田嶋　智之　准教授

鈴木　大介　教授

山崎　慎一　准教授

木村　幸敬　教授

島内　寿徳　准教授

ｳｯﾃﾞｨﾝ ﾓﾊﾏｯﾄﾞ ｱｽﾞﾊ　教授

福田　伸子　教授

中原　　望　助教

藤井　達生　教授

狩野　　旬　准教授

中西　　真　准教授

古茂田　将人　助教

岸本　　昭　教授

寺西　貴志　准教授

小野　　努　教授

渡邉　貴一　准教授

飯田　裕也　助教

後藤　邦彰　教授

中曽　浩一　准教授

今村　維克　教授

今中　洋行　助教

菅　　誠治　教授

光藤　耕一　准教授

佐藤　英祐　助教

三浦　智也　教授

山崎　　賢　助教

依馬　　正　教授

髙石　和人　准教授

新田　菜摘　助教

坂倉　　彰　教授

溝口　玄樹　准教授

内田　哲也　教授

沖原　　巧　講師

木村　尚敬　助教

機能分子工学
有機小分子からナノカーボンや生体材料のような巨大分子に至る様々なスケールの材料の構造を原子レベルで制御
し，物性評価や新規機能を開拓する研究

仁科　勇太　教授

応
用
化
学

生物有機化学 生物活性物質の全合成，有機触媒を利用した不斉合成に関する研究

工業触媒化学 地球規模の課題解決へ向けた産業上の重要性が高い，革新的な化学触媒法の研究・技術開発 押木　俊之　講師

合成プロセス化学 活性種化学，触媒化学，マイクロ化学などを基盤とした合成プロセスに関する研究

有機金属化学
金属－炭素結合を有する有機金属錯体や有機金属試剤を用いた高効率・高選択的な有機合成反応の開発に関する研
究

合成有機化学 協同的相互作用により卓越した分子認識・触媒・発光機能を示す有機分子を創成する研究

環境高分子材料学
高性能や高機能に加え，リサイクル性や環境負荷低減性等を考慮した高分子材料の分子設計法とその効率的合成法
についての教育研究を行う。

環境無機材料科学
環境浄化及びクリーンエネルギーに関連する機能性材料並びに廃棄物の再資源化に関するプロセス技術についての
教育研究を行う。

環境工学の基礎となる物質が関与するプロセスの開発やその設計法及びグリーンケミストリーに基づく材料プロ
セッシングについての教育研究を行う。

環境反応工学
エネルギー資源確保のための触媒・固体収着剤の設計・開発および物質循環を促す光支援型機能性界面に関する教
育研究を行う。

高分子材料学 高分子材料や複合材料の固体構造および形成原理の解明，高機能材料の開発に関する研究

環境プロセス工学

無機材料学 無機固体材料の合成と微細構造及び電子・スピン制御を基礎とした高機能化と材料設計

無機物性化学 固体内界面（粒界）や固－液界面での物質やイオン，電子の移動を制御した新機能の創製

界面プロセス工学
異相界面や相分離などあらゆる界面を分子レベルで制御する方法論を構築してプロセス及びプロダクトをイノベー
ションする研究

粒子・流体プロセス工学
化学プロセス中での粒子状固体材料に関わる諸現象の解明と，粒子・粉体特性評価法および熱移動現象に関する研
究

バイオプロセス工学 非生理的環境下におけるタンパク質の応用とそれに関連する界面間，物質間相互作用に関する研究
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MASHINO Izumi, Assistant Professor（Special Appointment)

KONDO Nozomi, Assistant Professor（Special Appointment)

OHTAKE Makiko, Professor（Special Appointment)

ONODERA Keisuke, Associate Professor（Special Appointment)
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４４．．地地球球環環境境生生命命科科学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

中越　英樹　教授

阿保　達彦　教授

茶谷　悠平　准教授

植物進化生態学 変動する環境への生物の適応進化および種分化に関する研究 三村　真紀子　教授

沈　　建仁　教授

菅　　倫寛　教授

秋田　総理　准教授

中島　芳樹　助教

齊藤　恭紀　助教

坂本　浩隆　教授

越智　拓海　准教授

御輿　真穂　准教授

吉井　大志　教授

安齋　　賢　教授

濱田　麻友子　教授

坂本　竜哉　教授

竹内　　栄　教授

相澤　清香　准教授

秋山　　貞　助教

高橋　　卓　教授

佐藤　　伸　教授

本瀬　宏康　准教授

中村　大輔　准教授

野坂　俊夫　准教授

隈元　　崇　教授

山川　純次　助教

地球惑星内部物理学 固体地球及び惑星の内部構造と進化に関する実験科学的研究 寺﨑　英紀　教授

井上　麻夕里　教授

山下　勝行　准教授

漢那　直也　准教授

野沢　　徹　教授

梶川　義幸　教授

惑星科学 太陽系および太陽系外惑星の形成と進化に関する理論，太陽系外惑星の探査および大気に関する観測的研究 堀　　安範　准教授

牧嶋　昭夫　教授

小林　　桂　教授

国広　卓也　准教授

田中　亮吏　教授

北川　　宙　助教

ﾎﾟﾃｨｼｪﾙ ｸﾘｽﾁｬﾝ　准教授

芳野　　極　教授

山﨑　大輔　教授

薛　　献宇　教授

山下　　茂　准教授

森口　拓弥　准教授

石井　貴之　准教授

増野　いづみ　助教（特任）

近藤　望　助教（特任）

亀田　　純　教授

ﾙｼﾞ ﾄﾘｼｯﾄ　准教授

ｲｻﾞﾜ ﾏｼｭｰ　准教授

大竹　真紀子　教授 (特任)

小野寺　圭祐　准教授（特任）

地
球
科
学

竹中　博士　教授

地球情報学 多次元地球情報データを用いた環境評価や地震予測に関する研究

岩石学 岩石圏構成物質の性質・成因及び地殻の形成・発展過程に関する鉱物学的，岩石学的研究

地震学 地震の発震機構や地下構造に関する地震学的研究

地球化学 隕石及び地球を構成する物質に含まれる元素の移動及び循環に関する無機・生物地球化学的研究

大気科学 大気圏におけるエネルギー・水・物質循環過程に関する気候システム科学的研究

生
物
科
学

分子遺伝学 遺伝情報の伝達と発現，保存性と可変性及び細胞機能分化における制御機構の研究

環境および時間生物学 多様な環境への生物の適応機構についての生理・生態学的及び時間生物学的研究

生体統御学 脊椎動物におけるホルモンなどの液性因子による情報伝達及び生体機能制御機構の研究

構造生物学 膜タンパク質及びその複合体の構造形成機構，立体構造と機能についての研究

神経制御学 本能行動や高次機能におけるニューロンの生理，形態，分子化学，及びネットワークの研究

発生機構学
動物，植物において未分化な細胞が機能を持った細胞へと分化し，複雑な形態を有する多細胞生物へと発生する機
構の分子レベルでの研究

惑
星
物
質
科
学

惑星物質分析化学
天然試料・実験生成物の元素存在度・同位体比測定・年代測定・構造解析をもとに，地球・惑星の起源・進化を解
明する。

惑星表層環境学
スペースチャンバー実験や惑星アナログ地質のフィールド調査，隕石や月試料の岩石・鉱物分析により，地球・惑
星の起源と進化を解明する。

惑星物質実験物理学
超高圧高温実験による地球内部物質のシミュレートと物性測定，また，分光学的手法によるマグマの構造・物性解
析により，地球・惑星の進化とダイナミクスを解明する。
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MASHINO Izumi, Assistant Professor（Special Appointment)

KONDO Nozomi, Assistant Professor（Special Appointment)

OHTAKE Makiko, Professor（Special Appointment)

ONODERA Keisuke, Associate Professor（Special Appointment)
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４４．．地地球球環環境境生生命命科科学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

中越　英樹　教授

阿保　達彦　教授

茶谷　悠平　准教授

植物進化生態学 変動する環境への生物の適応進化および種分化に関する研究 三村　真紀子　教授

沈　　建仁　教授

菅　　倫寛　教授

秋田　総理　准教授

中島　芳樹　助教

齊藤　恭紀　助教

坂本　浩隆　教授

越智　拓海　准教授

御輿　真穂　准教授

吉井　大志　教授

安齋　　賢　教授

濱田　麻友子　教授

坂本　竜哉　教授

竹内　　栄　教授

相澤　清香　准教授

秋山　　貞　助教

高橋　　卓　教授

佐藤　　伸　教授

本瀬　宏康　准教授

中村　大輔　准教授

野坂　俊夫　准教授

隈元　　崇　教授

山川　純次　助教

地球惑星内部物理学 固体地球及び惑星の内部構造と進化に関する実験科学的研究 寺﨑　英紀　教授

井上　麻夕里　教授

山下　勝行　准教授

漢那　直也　准教授

野沢　　徹　教授

梶川　義幸　教授

惑星科学 太陽系および太陽系外惑星の形成と進化に関する理論，太陽系外惑星の探査および大気に関する観測的研究 堀　　安範　准教授

牧嶋　昭夫　教授

小林　　桂　教授

国広　卓也　准教授

田中　亮吏　教授

北川　　宙　助教

ﾎﾟﾃｨｼｪﾙ ｸﾘｽﾁｬﾝ　准教授

芳野　　極　教授

山﨑　大輔　教授

薛　　献宇　教授

山下　　茂　准教授

森口　拓弥　准教授

石井　貴之　准教授

増野　いづみ　助教（特任）

近藤　望　助教（特任）

亀田　　純　教授

ﾙｼﾞ ﾄﾘｼｯﾄ　准教授

ｲｻﾞﾜ ﾏｼｭｰ　准教授

大竹　真紀子　教授 (特任)

小野寺　圭祐　准教授（特任）

地
球
科
学

竹中　博士　教授

地球情報学 多次元地球情報データを用いた環境評価や地震予測に関する研究

岩石学 岩石圏構成物質の性質・成因及び地殻の形成・発展過程に関する鉱物学的，岩石学的研究

地震学 地震の発震機構や地下構造に関する地震学的研究

地球化学 隕石及び地球を構成する物質に含まれる元素の移動及び循環に関する無機・生物地球化学的研究

大気科学 大気圏におけるエネルギー・水・物質循環過程に関する気候システム科学的研究

生
物
科
学

分子遺伝学 遺伝情報の伝達と発現，保存性と可変性及び細胞機能分化における制御機構の研究

環境および時間生物学 多様な環境への生物の適応機構についての生理・生態学的及び時間生物学的研究

生体統御学 脊椎動物におけるホルモンなどの液性因子による情報伝達及び生体機能制御機構の研究

構造生物学 膜タンパク質及びその複合体の構造形成機構，立体構造と機能についての研究

神経制御学 本能行動や高次機能におけるニューロンの生理，形態，分子化学，及びネットワークの研究

発生機構学
動物，植物において未分化な細胞が機能を持った細胞へと分化し，複雑な形態を有する多細胞生物へと発生する機
構の分子レベルでの研究

惑
星
物
質
科
学

惑星物質分析化学
天然試料・実験生成物の元素存在度・同位体比測定・年代測定・構造解析をもとに，地球・惑星の起源・進化を解
明する。

惑星表層環境学
スペースチャンバー実験や惑星アナログ地質のフィールド調査，隕石や月試料の岩石・鉱物分析により，地球・惑
星の起源と進化を解明する。

惑星物質実験物理学
超高圧高温実験による地球内部物質のシミュレートと物性測定，また，分光学的手法によるマグマの構造・物性解
析により，地球・惑星の進化とダイナミクスを解明する。
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コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

中田　和義　教授

勝原　光希　助教

環境保全学
生物生産の基盤である農地を中心に，土層中における物質・エネルギーの移動を解明するとともに，土地の持続的
利用を保証する生産性の高度化，生産基盤の改良と保全，環境への負荷の削減等の管理方法についての教育研究を
行う。

森　也寸志　教授

守田　秀則　教授

九鬼　康彰　教授

水資源管理学
農地での効率的な水分配や流域水・物質循環などの視点から，人間活動，特に営農活動が水資源（水量と水質）に
与える影響を解明・評価するとともに，その最適管理法についての教育研究を行う。

宗村　広昭　教授

近森　秀高　教授

工藤　亮治　准教授

西村　伸一　教授

柴田　俊文　准教授

前田　守弘　教授

橋口　亜由未　准教授

辻本　久美子 准教授

福元　　豊　准教授

哈布尓（ハボル）　助教

三木　直子　教授

宮﨑　祐子　准教授

廣部　　宗　教授

兵藤　不二夫　教授

門田　充司　教授

難波  和彦  准教授

生方　史数　教授

大仲　克俊　准教授

金　　枓哲　教授

本田　恭子　准教授

清田　洋正　教授

泉　　　実　教授

中村　宜督　教授

中村　俊之　准教授

村田　芳行　教授

宗正　晋太郎　准教授

田村　　隆　教授

金尾　忠芳　教授

根本　理子　教授

守屋　央朗　教授

前田　　恵　教授

地
域
環
境
学

環境物質循環学
土壌汚染，水質汚染，地球温暖化等の環境問題を解決するため，土壌・水環境の有する物質循環機能を解明すると
ともに，その最適管理法について教育研究を行う。

環境水文学
流域における水循環機構並びに洪水や渇水などの流出機構を解明するとともに，それを基礎として，水文流出量の
予測や人間活動に伴う水文環境の影響評価，水資源の合理的運用などについての教育研究を行う。

環境施設工学

食品生物化学 食品成分の栄養学的,生理学的機能の生化学的評価と食料科学的応用に関する教育研究を行う。

国際農村開発学
グローバル化が進む現代社会における開発と環境問題の関連性を，国内外の農村における現地調査に基づき社会経
済的側面から解明するとともに，「持続可能な開発」を行う方策を，地域に住む人々の立場から考察するための教
育研究を行う。

細胞システム化学 真核細胞システムの解明と機能開発に関する教育研究を行う。

生物情報化学 食料生産などへの利用に資するため，植物の環境ストレス応答と情報伝達機構の解明に関する教育研究を行う。

微生物化学 微生物のユニークな代謝機能の解明，環境問題および物質生産への応用に関する教育研究を行う。

農
芸
化
学

天然物有機化学 生物活性天然物の有効利用を目指し，農医薬創成および合成反応開発に関する教育研究を行う。

生理活性化学
天然由来の有用な生物活性物質の探索および天然由来成分の機能向上を目的とした微生物変換に関する教育研究を
行う。

資源管理学 農地資源，水資源，農村社会資源及び農村環境に関わる利用・保全・管理政策の立案に関する教育研究を行う。 駄田井　久　准教授

環
境
生
態
学

仁戸田　照彦　教授

微生物インダストリー
微生物発酵技術・知識を，産学官連携による人材育成・地方創生・新たな技術開発の視点から深化させ，微生物の
力の産業利用を科学的に追求するための教育研究を行う。

宮竹　貴久　教授

土壌環境管理学
森林及び緑農地生態系における物質動態メカニズムを解明し，その保全及び修復手法の確立に関する教育研究を行
う。

嶋　　一徹　教授

環境データ科学
環境・防災・気候変動・食料生産・廃棄物などに係る将来予測や適応策立案に貢献することを目指し，土・水・植
生・大気・廃棄物に関する現場での調査・計測・影響評価と人工衛星観測などのリモートセンシング，数値シミュ
レーションなどを統融合的に利活用・社会実装する手法について教育研究を行う。

生物生産システム工学
持続的かつ環境保全的な食料・生物生産の自動化，システム化を実現するための工学的アプローチについての教育
研究を行う。

森林生態学 森林生態系の構造や機能，動態および維持機構について生態学と生物地球化学の側面から教育研究を行う。

植物生態学
植物生理生態学と植物群集生態学の観点から，植物の生理生態的特性および植物群集の維持機構に関する教育研究
を行う。

水系保全学
水系生物（主として貝類）の多様性の危機的状況を解説し，それらを保全するための理論と実際についての教育研
究を行う。

福田　　宏　准教授

昆虫生態学 昆虫類の行動と生態について基礎と応用の視点から教育研究を行う。

食料環境政策学
国内・海外・グローバルの各レベルにおける食料・環境政策の動向や形成過程を分析するとともに，対象地域の社
会経済の変容を人文社会科学的な視点から検討し，持続可能な社会を構築する方策を考察するための教育研究を行
う。

進化生態学
生物（主に昆虫）の形質が，自然選択や性選択を主な要因とする進化プロセスによって形作られたという視点に
たって環境と生物集団の関わりについての教育研究を行う。

岡田　賢祐　准教授

地域・都市空間におけるコンクリートおよび土構造物，特に，食料生産に重要な役割を果たす水利構造物を対象
に，循環型社会の形成に寄与するための性能照査型設計を，ライフサイクルエンジニアリングの立場から教育研究
する。

（仁戸田　照彦　教授）

応用生態学
生物に対する人間活動の影響について生態学的視点から解明するとともに，生物多様性の保全や生物資源の持続的
利用の観点から，絶滅危惧種や外来種を含む野生動植物の適切な管理手法についての教育研究を行う。

フィールド情報利用学
野外調査から得られる情報と既存データベースの情報の両方を適切に用いてより正確な農村環境の空間変化と問題
の原因の解明および将来予測を行う手法，さらには計画～実践のプロセスを通じて持続可能な地域社会の実現を導
く手法についての教育研究を行う。

循環型社会システム学
循環型社会を実現するための個人のライフスタイル・社会システムの変革に焦点を当て，社会科学・データサイエ
ンス等を融合した評価・シミュレーション手法及び社会実践を包含した教育研究を行う。

松井　康弘  准教授
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中田　和義　教授

勝原　光希　助教

環境保全学
生物生産の基盤である農地を中心に，土層中における物質・エネルギーの移動を解明するとともに，土地の持続的
利用を保証する生産性の高度化，生産基盤の改良と保全，環境への負荷の削減等の管理方法についての教育研究を
行う。

森　也寸志　教授

守田　秀則　教授

九鬼　康彰　教授

水資源管理学
農地での効率的な水分配や流域水・物質循環などの視点から，人間活動，特に営農活動が水資源（水量と水質）に
与える影響を解明・評価するとともに，その最適管理法についての教育研究を行う。

宗村　広昭　教授

近森　秀高　教授

工藤　亮治　准教授

西村　伸一　教授

柴田　俊文　准教授

前田　守弘　教授

橋口　亜由未　准教授

辻本　久美子 准教授

福元　　豊　准教授

哈布尓（ハボル）　助教

三木　直子　教授

宮﨑　祐子　准教授

廣部　　宗　教授

兵藤　不二夫　教授

門田　充司　教授

難波  和彦  准教授

生方　史数　教授

大仲　克俊　准教授

金　　枓哲　教授

本田　恭子　准教授

清田　洋正　教授

泉　　　実　教授

中村　宜督　教授

中村　俊之　准教授

村田　芳行　教授

宗正　晋太郎　准教授

田村　　隆　教授

金尾　忠芳　教授

根本　理子　教授

守屋　央朗　教授

前田　　恵　教授

地
域
環
境
学

環境物質循環学
土壌汚染，水質汚染，地球温暖化等の環境問題を解決するため，土壌・水環境の有する物質循環機能を解明すると
ともに，その最適管理法について教育研究を行う。

環境水文学
流域における水循環機構並びに洪水や渇水などの流出機構を解明するとともに，それを基礎として，水文流出量の
予測や人間活動に伴う水文環境の影響評価，水資源の合理的運用などについての教育研究を行う。

環境施設工学

食品生物化学 食品成分の栄養学的,生理学的機能の生化学的評価と食料科学的応用に関する教育研究を行う。

国際農村開発学
グローバル化が進む現代社会における開発と環境問題の関連性を，国内外の農村における現地調査に基づき社会経
済的側面から解明するとともに，「持続可能な開発」を行う方策を，地域に住む人々の立場から考察するための教
育研究を行う。

細胞システム化学 真核細胞システムの解明と機能開発に関する教育研究を行う。

生物情報化学 食料生産などへの利用に資するため，植物の環境ストレス応答と情報伝達機構の解明に関する教育研究を行う。

微生物化学 微生物のユニークな代謝機能の解明，環境問題および物質生産への応用に関する教育研究を行う。

農
芸
化
学

天然物有機化学 生物活性天然物の有効利用を目指し，農医薬創成および合成反応開発に関する教育研究を行う。

生理活性化学
天然由来の有用な生物活性物質の探索および天然由来成分の機能向上を目的とした微生物変換に関する教育研究を
行う。

資源管理学 農地資源，水資源，農村社会資源及び農村環境に関わる利用・保全・管理政策の立案に関する教育研究を行う。 駄田井　久　准教授

環
境
生
態
学

仁戸田　照彦　教授

微生物インダストリー
微生物発酵技術・知識を，産学官連携による人材育成・地方創生・新たな技術開発の視点から深化させ，微生物の
力の産業利用を科学的に追求するための教育研究を行う。

宮竹　貴久　教授

土壌環境管理学
森林及び緑農地生態系における物質動態メカニズムを解明し，その保全及び修復手法の確立に関する教育研究を行
う。

嶋　　一徹　教授

環境データ科学
環境・防災・気候変動・食料生産・廃棄物などに係る将来予測や適応策立案に貢献することを目指し，土・水・植
生・大気・廃棄物に関する現場での調査・計測・影響評価と人工衛星観測などのリモートセンシング，数値シミュ
レーションなどを統融合的に利活用・社会実装する手法について教育研究を行う。

生物生産システム工学
持続的かつ環境保全的な食料・生物生産の自動化，システム化を実現するための工学的アプローチについての教育
研究を行う。

森林生態学 森林生態系の構造や機能，動態および維持機構について生態学と生物地球化学の側面から教育研究を行う。

植物生態学
植物生理生態学と植物群集生態学の観点から，植物の生理生態的特性および植物群集の維持機構に関する教育研究
を行う。

水系保全学
水系生物（主として貝類）の多様性の危機的状況を解説し，それらを保全するための理論と実際についての教育研
究を行う。

福田　　宏　准教授

昆虫生態学 昆虫類の行動と生態について基礎と応用の視点から教育研究を行う。

食料環境政策学
国内・海外・グローバルの各レベルにおける食料・環境政策の動向や形成過程を分析するとともに，対象地域の社
会経済の変容を人文社会科学的な視点から検討し，持続可能な社会を構築する方策を考察するための教育研究を行
う。

進化生態学
生物（主に昆虫）の形質が，自然選択や性選択を主な要因とする進化プロセスによって形作られたという視点に
たって環境と生物集団の関わりについての教育研究を行う。

岡田　賢祐　准教授

地域・都市空間におけるコンクリートおよび土構造物，特に，食料生産に重要な役割を果たす水利構造物を対象
に，循環型社会の形成に寄与するための性能照査型設計を，ライフサイクルエンジニアリングの立場から教育研究
する。

（仁戸田　照彦　教授）

応用生態学
生物に対する人間活動の影響について生態学的視点から解明するとともに，生物多様性の保全や生物資源の持続的
利用の観点から，絶滅危惧種や外来種を含む野生動植物の適切な管理手法についての教育研究を行う。

フィールド情報利用学
野外調査から得られる情報と既存データベースの情報の両方を適切に用いてより正確な農村環境の空間変化と問題
の原因の解明および将来予測を行う手法，さらには計画～実践のプロセスを通じて持続可能な地域社会の実現を導
く手法についての教育研究を行う。

循環型社会システム学
循環型社会を実現するための個人のライフスタイル・社会システムの変革に焦点を当て，社会科学・データサイエ
ンス等を融合した評価・シミュレーション手法及び社会実践を包含した教育研究を行う。

松井　康弘  准教授
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＊坂本亘教授は，＜数理データ科学コース＞に同姓同名の教授がいますので，連絡をとる際は注意してください。

（FUNAHASHI Hiroaki, Professor）
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４４．．地地球球環環境境生生命命科科学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

坂本　　亘　教授（資＊）

小澤　真一郎　准教授

桶川　友季　准教授

平山　隆志　教授

森　　　泉　准教授

池田　陽子　准教授

馬　　建鋒　教授

山地　直樹　准教授

三谷　奈見季　准教授

且原　真木　教授

佐々木　孝行　准教授

近藤　秀樹　教授

兵頭　　究　准教授

ｶﾞﾘｽ ｲﾊﾞﾝ 　教授

新屋　友規　准教授

谷　　明生　准教授

植木　尚子　准教授

久野　  裕　教授

最相　大輔　准教授

山本　敏央　教授

長岐　清孝　准教授

古田　智敬　准教授

＊坂本亘教授は，＜数理データ科学コース＞に同姓同名の教授がいますので，連絡をとる際は注意してください。

豊田　和弘　教授

能年　義輝　教授

中嶋　佳貴　准教授

田中　　佑　准教授

福田　文夫　教授

平野　　健　准教授

河井　　崇　准教授

後藤　丹十郎　教授

遠藤　みのり　准教授

舟橋　弘晃　教授

若井　拓哉　准教授

西野　直樹　教授

鶴田　剛司　准教授

動物応用微生物学
畜産食品の安全性と機能性の向上に資する発酵加工技術の開発，及びヒト・家畜の健康維持に資する腸内細菌や乳
酸菌の機能に関する教育研究を行う。

荒川　健佑　准教授

（舟橋　弘晃　教授）

井上　岳人　准教授

畑生　俊光　教授

応
用
動
物
科
学

動物生殖生理学
哺乳動物の生殖に関わる機能制御機構の解明と環境に対応した新たな生殖制御技術開発による効率的動物生産シス
テムの構築に関する教育研究を行う。

作物開花制御学 園芸作物の開花生理機構の解明と生産システムの開発に関する教育研究を行う。

木村　康二　教授

応
用
植
物
科
学

農産物利用学 農産物の収穫後の生理特性の解明とその流通技術への応用に関する教育研究を行う。 角井　宏行　准教授

植物・微生物間相互作用における植物の自然免疫と病原性発現に関わる分子機構に関する教育研究を行う。

動物栄養学
難消化性糖質や食物繊維の機能性とその発現機構の解明，動物生産の持続性及び環境衛生に関わる微生物学的研究
を行う。

動物遺伝育種学
動物の遺伝的解析と有用系統の育種及び遺伝学的手法を使った動物集団の遺伝的制御への応用に関する教育研究を
行う。

揖斐　隆之　准教授

動物遺伝学 動物の有用形質や疾患に関わる遺伝子の探索と機能の解析及びその制御と利用に関する教育研究を行う。 辻　　岳人　教授

動物生殖細胞工学 哺乳動物の生殖細胞と受精卵の機能解析と新しい発生工学技術の開発に関する教育研究を行う。

動物生理学 動物生産の基礎となる動物の各種生理機能の解析とその応用システムの構築に関する教育研究を行う。

果樹園芸学 果樹の生理生態的諸特性の解明と生産機能及び生産技術の開発に関する教育研究を行う。

遺伝子細胞工学
植物病原菌の病原性並びに植物の病原菌に対する免疫機構に関わる遺伝子の機能解析とその応用に関する教育研究
を行う。

農産物生理学 農産物の成熟・老化機構など生理学的・生化学的変化に関する教育研究を行う。 牛島　幸一郎　教授

野菜園芸学 野菜の生産に関わる生理・生態的特性の解明と生産システムの開発に関する教育研究を行う。 安場　健一郎　教授

ゲノム遺伝解析学 転移因子の動態分析により植物ゲノム変異を網羅的に解析し，遺伝解析や育種技術への応用を行う。 門田　有希　教授

作物学 作物生育の生理機構を解明し，食料の安定供給につながる環境に適した作物生産を論じる。 平井　儀彦　教授

植物のゲノム多様性解析及び環境適応解析と分子育種への応用に関する教育研究を行う。

作物生産技術学 作物生産技術の開発と体系化並びに生産性向上に関わる生理生態学的諸特性の解明に関する教育研究を行う。

植物遺伝育種学
作物遺伝資源の多様性に関する分子遺伝学的研究及び分子遺伝学的手法を用いた育種技術に関する教育研究を行
う。

西田　英隆　教授

植物病理学

植物ストレス制御学 ミネラルストレスに対する植物の応答反応や耐性機構を個体レベルから遺伝子レベルまで研究する。

植
物
ス
ト
レ
ス
科
学

植物遺伝生理解析学 植物の有用形質，特に光環境ストレス適応に関わる遺伝子と発現調節機構の生理学的な解析を行う。

情報伝達機構解析学 環境の変化が植物の生育にどのように影響するかを，分子遺伝学的手法を用いて解析する。

植物-昆虫相互作用学 植物と植食性昆虫が自然環境下で共進化する中発達させた多様な植物の防御反応について解析する。

植物-病原菌相互作用学 植物と病原菌の間でおこるせめぎ合い（相互作用）を分子レベルで解明する。 河野　洋治　教授

植物分子生理学 乾燥や塩ストレス等への環境応答と適応機構を生理学・分子細胞学的に解明する。

ウイルス分子生物学 自然環境中でおこるウイルスと植物宿主とのせめぎ合い・相互作用を分子生物学的に解析する。

生殖補助医療学 ヒト生殖補助医療における培養技術，受精技術，凍結技術，胚選別法などに関する教育研究を行う。

松井　英譲　准教授

植物分子動態学 植物の成長・発達や環境応答の過程でダイナミックに変動する分子レベルの挙動や制御機構を研究する。 木羽　隆敏　教授

植物ゲノム解析学 オオムギを中心とするイネ科作物の植物形態，種子形質および耐病性について分子遺伝学的解析を行う。 武田　  真　教授

統合ゲノム育種学 作物育種の革新に繋がる遺伝的多様性およびそれを決定する因子を分子，細胞および個体レベルで解析する。

植物環境微生物学 植物を取り巻く微生物についてその多様性と機能を解析する。

植物多様性解析学
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４４．．地地球球環環境境生生命命科科学学学学位位ププロロググララムム
コース 教育研究分野名 教育研究分野の内容 担 当 教 員

坂本　　亘　教授（資＊）

小澤　真一郎　准教授

桶川　友季　准教授

平山　隆志　教授

森　　　泉　准教授

池田　陽子　准教授

馬　　建鋒　教授

山地　直樹　准教授

三谷　奈見季　准教授

且原　真木　教授

佐々木　孝行　准教授

近藤　秀樹　教授

兵頭　　究　准教授

ｶﾞﾘｽ ｲﾊﾞﾝ 　教授

新屋　友規　准教授

谷　　明生　准教授

植木　尚子　准教授

久野　  裕　教授

最相　大輔　准教授

山本　敏央　教授

長岐　清孝　准教授

古田　智敬　准教授

＊坂本亘教授は，＜数理データ科学コース＞に同姓同名の教授がいますので，連絡をとる際は注意してください。

豊田　和弘　教授

能年　義輝　教授

中嶋　佳貴　准教授

田中　　佑　准教授

福田　文夫　教授

平野　　健　准教授

河井　　崇　准教授

後藤　丹十郎　教授

遠藤　みのり　准教授

舟橋　弘晃　教授

若井　拓哉　准教授

西野　直樹　教授

鶴田　剛司　准教授

動物応用微生物学
畜産食品の安全性と機能性の向上に資する発酵加工技術の開発，及びヒト・家畜の健康維持に資する腸内細菌や乳
酸菌の機能に関する教育研究を行う。

荒川　健佑　准教授

（舟橋　弘晃　教授）

井上　岳人　准教授

畑生　俊光　教授

応
用
動
物
科
学

動物生殖生理学
哺乳動物の生殖に関わる機能制御機構の解明と環境に対応した新たな生殖制御技術開発による効率的動物生産シス
テムの構築に関する教育研究を行う。

作物開花制御学 園芸作物の開花生理機構の解明と生産システムの開発に関する教育研究を行う。

木村　康二　教授

応
用
植
物
科
学

農産物利用学 農産物の収穫後の生理特性の解明とその流通技術への応用に関する教育研究を行う。 角井　宏行　准教授

植物・微生物間相互作用における植物の自然免疫と病原性発現に関わる分子機構に関する教育研究を行う。

動物栄養学
難消化性糖質や食物繊維の機能性とその発現機構の解明，動物生産の持続性及び環境衛生に関わる微生物学的研究
を行う。

動物遺伝育種学
動物の遺伝的解析と有用系統の育種及び遺伝学的手法を使った動物集団の遺伝的制御への応用に関する教育研究を
行う。

揖斐　隆之　准教授

動物遺伝学 動物の有用形質や疾患に関わる遺伝子の探索と機能の解析及びその制御と利用に関する教育研究を行う。 辻　　岳人　教授

動物生殖細胞工学 哺乳動物の生殖細胞と受精卵の機能解析と新しい発生工学技術の開発に関する教育研究を行う。

動物生理学 動物生産の基礎となる動物の各種生理機能の解析とその応用システムの構築に関する教育研究を行う。

果樹園芸学 果樹の生理生態的諸特性の解明と生産機能及び生産技術の開発に関する教育研究を行う。

遺伝子細胞工学
植物病原菌の病原性並びに植物の病原菌に対する免疫機構に関わる遺伝子の機能解析とその応用に関する教育研究
を行う。

農産物生理学 農産物の成熟・老化機構など生理学的・生化学的変化に関する教育研究を行う。 牛島　幸一郎　教授

野菜園芸学 野菜の生産に関わる生理・生態的特性の解明と生産システムの開発に関する教育研究を行う。 安場　健一郎　教授

ゲノム遺伝解析学 転移因子の動態分析により植物ゲノム変異を網羅的に解析し，遺伝解析や育種技術への応用を行う。 門田　有希　教授

作物学 作物生育の生理機構を解明し，食料の安定供給につながる環境に適した作物生産を論じる。 平井　儀彦　教授

植物のゲノム多様性解析及び環境適応解析と分子育種への応用に関する教育研究を行う。

作物生産技術学 作物生産技術の開発と体系化並びに生産性向上に関わる生理生態学的諸特性の解明に関する教育研究を行う。

植物遺伝育種学
作物遺伝資源の多様性に関する分子遺伝学的研究及び分子遺伝学的手法を用いた育種技術に関する教育研究を行
う。

西田　英隆　教授

植物病理学

植物ストレス制御学 ミネラルストレスに対する植物の応答反応や耐性機構を個体レベルから遺伝子レベルまで研究する。

植
物
ス
ト
レ
ス
科
学

植物遺伝生理解析学 植物の有用形質，特に光環境ストレス適応に関わる遺伝子と発現調節機構の生理学的な解析を行う。

情報伝達機構解析学 環境の変化が植物の生育にどのように影響するかを，分子遺伝学的手法を用いて解析する。

植物-昆虫相互作用学 植物と植食性昆虫が自然環境下で共進化する中発達させた多様な植物の防御反応について解析する。

植物-病原菌相互作用学 植物と病原菌の間でおこるせめぎ合い（相互作用）を分子レベルで解明する。 河野　洋治　教授

植物分子生理学 乾燥や塩ストレス等への環境応答と適応機構を生理学・分子細胞学的に解明する。

ウイルス分子生物学 自然環境中でおこるウイルスと植物宿主とのせめぎ合い・相互作用を分子生物学的に解析する。

生殖補助医療学 ヒト生殖補助医療における培養技術，受精技術，凍結技術，胚選別法などに関する教育研究を行う。

松井　英譲　准教授

植物分子動態学 植物の成長・発達や環境応答の過程でダイナミックに変動する分子レベルの挙動や制御機構を研究する。 木羽　隆敏　教授

植物ゲノム解析学 オオムギを中心とするイネ科作物の植物形態，種子形質および耐病性について分子遺伝学的解析を行う。 武田　  真　教授

統合ゲノム育種学 作物育種の革新に繋がる遺伝的多様性およびそれを決定する因子を分子，細胞および個体レベルで解析する。

植物環境微生物学 植物を取り巻く微生物についてその多様性と機能を解析する。

植物多様性解析学
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（Mathematical, Physical, Electronic and Information Sciences）

Introduction to Innovation　※2

※1：See p. 126 for details.

※2：Required for Flex BMD course students. See the Graduate School Web page for details.

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：Courses must be taken under the guidance of your supervisor. See p. 64-79 for details of course titles.

※4：Up to 2 credits may be counted toward the completion requirement credits.

※1
1～2

※4

※3 ※3

○  Requirement for Graduation

33..　　CCuurrrriiccuulluumm  ooff  eeaacchh  DDeeggrreeee  PPrrooggrraamm

11..　　MMaatthheemmaattiiccaall,,  PPhhyyssiiccaall,,  EElleeccttrroonniicc  aanndd  IInnffoorrmmaattiioonn  SScciieenncceess

○  Outline

○  Planning for Registration

－63－

なお、プロジェクト・マネージメント実習科目は2単位を上限として、修了要件単位とする。

研究科共通科目の学位プログラム導入科目以外の科目と、学位プログラム専門科目とを合わせて15単位以上修得する。

他研究科の授業科目を履修し修得した単位は、他の学位プログラムの専門科目として修了要件単位とすることができる。

授業科目 単位数 修了要件区分

リーダーシップとSDGs科目 数理情報科学とSDGs 必修

インターンシップ（短期）

インターンシップ（長期）

学会発表型実習

海外学修（短期）

海外学修（長期）

実践実習（短期）

実践実習（長期）

探究型教育実践実習

ソフトウェア開発実習

データサイエンス実習

特別研究科目 特別研究 必修

学位プログラム導入科目 数理情報科学概論 必修

ソーシャル・リスクマネジメント総論

イノベーション概論　※2

知的財産論

イノベーションと組織

数理情報科学学位プログラムの
専門科目

12以上

他の学位プログラム
の専門科目

※1：詳細はp.126を参照。

※2：Flex BMDコース生必修科目。詳細は研究科Webページを参照。

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：指導教員の履修指導の下、履修すること。科目名等の具体は、p.64～79を参照。

※4：2単位を上限として修了要件単位とすることができる。

合計 30以上

学位審査委員会は、2年次後期に取得予定学位が研究テーマと研究内容から適切かを確認し、また、学位審査において研究成果と履修科
目の内容から学位に付記する専攻分野の名称を決定し、学位プログラム会議での最終審議を経て学位を授与する。

選択 ※4

15以上

1～2

学位プログラム
専門科目

※3 ※3 選択

研究科共通科目

科目区分 修了要件単位数

大学院共通科目
プロジェクト・マネージメント
実習科目 ※1

選択必修

○ 修了要件
指導教員の指導により30単位以上を修得する。
大学院共通科目において、必修科目12単位を修得するとともに、プロジェクト・マネージメント実習科目から1単位以上を修得する。

３３．．学学位位ププロロググララムム別別カカリリキキュュララムム

１１．．数数理理情情報報科科学学

○ 概要
数理科学や応用物理学的センスと情報、電気、通信の工学的基礎知識に基づく課題解決能力により、サイバー空間とフィジカル空間を
融合させたSociety 5.0 を実社会に構築する高度専門職業人を養成する。特に、持続可能な社会を目指して、デジタル技術に支えられ
た社会基盤の構築に貢献する高度専門職業人を養成する。

○ 履修計画
授業科目の履修にあたっては、数理情報科学学位プログラムの指導教員の指導を受け、学務情報システムにより登録してください。

研究科共通科目において、学位プログラム導入科目1単位を必修とする。また、学位プログラム導入科目以外の科目は2単位を上限とし
て修了要件単位とする。
学位プログラム専門科目において、数理情報科学学位プログラムの専門科目から12単位以上を修得する。
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（Mathematical, Physical, Electronic and Information Sciences）

Introduction to Innovation　※2

※1：See p. 126 for details.

※2：Required for Flex BMD course students. See the Graduate School Web page for details.

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：Courses must be taken under the guidance of your supervisor. See p. 64-79 for details of course titles.

※4：Up to 2 credits may be counted toward the completion requirement credits.

※1
1～2

※4

※3 ※3

○  Requirement for Graduation

33..　　CCuurrrriiccuulluumm  ooff  eeaacchh  DDeeggrreeee  PPrrooggrraamm

11..　　MMaatthheemmaattiiccaall,,  PPhhyyssiiccaall,,  EElleeccttrroonniicc  aanndd  IInnffoorrmmaattiioonn  SScciieenncceess

○  Outline

○  Planning for Registration

－63－

なお、プロジェクト・マネージメント実習科目は2単位を上限として、修了要件単位とする。

研究科共通科目の学位プログラム導入科目以外の科目と、学位プログラム専門科目とを合わせて15単位以上修得する。

他研究科の授業科目を履修し修得した単位は、他の学位プログラムの専門科目として修了要件単位とすることができる。

授業科目 単位数 修了要件区分

リーダーシップとSDGs科目 数理情報科学とSDGs 必修

インターンシップ（短期）

インターンシップ（長期）

学会発表型実習

海外学修（短期）

海外学修（長期）

実践実習（短期）

実践実習（長期）

探究型教育実践実習

ソフトウェア開発実習

データサイエンス実習

特別研究科目 特別研究 必修

学位プログラム導入科目 数理情報科学概論 必修

ソーシャル・リスクマネジメント総論

イノベーション概論　※2

知的財産論

イノベーションと組織

数理情報科学学位プログラムの
専門科目

12以上

他の学位プログラム
の専門科目

※1：詳細はp.126を参照。

※2：Flex BMDコース生必修科目。詳細は研究科Webページを参照。

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：指導教員の履修指導の下、履修すること。科目名等の具体は、p.64～79を参照。

※4：2単位を上限として修了要件単位とすることができる。

合計 30以上

学位審査委員会は、2年次後期に取得予定学位が研究テーマと研究内容から適切かを確認し、また、学位審査において研究成果と履修科
目の内容から学位に付記する専攻分野の名称を決定し、学位プログラム会議での最終審議を経て学位を授与する。

選択 ※4

15以上

1～2

学位プログラム
専門科目

※3 ※3 選択

研究科共通科目

科目区分 修了要件単位数

大学院共通科目
プロジェクト・マネージメント
実習科目 ※1

選択必修

○ 修了要件
指導教員の指導により30単位以上を修得する。
大学院共通科目において、必修科目12単位を修得するとともに、プロジェクト・マネージメント実習科目から1単位以上を修得する。

３３．．学学位位ププロロググララムム別別カカリリキキュュララムム

１１．．数数理理情情報報科科学学

○ 概要
数理科学や応用物理学的センスと情報、電気、通信の工学的基礎知識に基づく課題解決能力により、サイバー空間とフィジカル空間を
融合させたSociety 5.0 を実社会に構築する高度専門職業人を養成する。特に、持続可能な社会を目指して、デジタル技術に支えられ
た社会基盤の構築に貢献する高度専門職業人を養成する。

○ 履修計画
授業科目の履修にあたっては、数理情報科学学位プログラムの指導教員の指導を受け、学務情報システムにより登録してください。

研究科共通科目において、学位プログラム導入科目1単位を必修とする。また、学位プログラム導入科目以外の科目は2単位を上限とし
て修了要件単位とする。
学位プログラム専門科目において、数理情報科学学位プログラムの専門科目から12単位以上を修得する。
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○Subject List

1～2

（Mathematical, Physical, Electronic and Information 
Sciences）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－65－

○科目一覧 ※講義番号は時間割表、シラバスにより確認すること。

授業科目 単位数 配当年次 担当教員

中川　博之

石田　　衛（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

後藤　佑介

乃村　能成

山内　利宏

データサイエンス実習 大槻　純也

特別研究科目 特別研究 1～2 各教員

学位プログラム導入科目 数理情報科学概論 シラバス参照

ソーシャル・リスクマネジメント総論 山﨑　淳一郎（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

イノベーションと組織 床尾　あかね（非常勤講師）

研
究
科
共
通
科
目

大
学
院
共
通
科
目

プロジェクト・マネージメント
実習科目

インターンシップ（短期） 1･2

1･2

1･2

1･2

探究型教育実践実習

実践実習（短期） 1･2

1･2

科目区分

リーダーシップとSDGs科目 数理情報科学とSDGs

学会発表型実習

海外学修（短期）

インターンシップ（長期）

知的財産論

実践実習（長期） 1･2

イノベーション概論

ソフトウェア開発実習

海外学修（長期）

1･2 吉井　大志
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○Subject List

1～2

（Mathematical, Physical, Electronic and Information 
Sciences）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－65－

○科目一覧 ※講義番号は時間割表、シラバスにより確認すること。

授業科目 単位数 配当年次 担当教員

中川　博之

石田　　衛（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

後藤　佑介

乃村　能成

山内　利宏

データサイエンス実習 大槻　純也

特別研究科目 特別研究 1～2 各教員

学位プログラム導入科目 数理情報科学概論 シラバス参照

ソーシャル・リスクマネジメント総論 山﨑　淳一郎（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

イノベーションと組織 床尾　あかね（非常勤講師）

研
究
科
共
通
科
目

大
学
院
共
通
科
目

プロジェクト・マネージメント
実習科目

インターンシップ（短期） 1･2

1･2

1･2

1･2

探究型教育実践実習

実践実習（短期） 1･2

1･2

科目区分

リーダーシップとSDGs科目 数理情報科学とSDGs

学会発表型実習

海外学修（短期）

インターンシップ（長期）

知的財産論

実践実習（長期） 1･2

イノベーション概論

ソフトウェア開発実習

海外学修（長期）

1･2 吉井　大志
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

Mathematics・Physics

－67－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

科学英語Ⅰ 1･2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

科学英語Ⅱ 1･2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

可換環論特論 1･2 寺井　直樹

カテゴリーと表現 1･2 鈴木　武史

ホモロジー代数学特論 1･2 小野　舞子

数論特論 1･2 石川　佳弘

多様体特論 1･2 近藤　　慶

ホモトピー論特論 1･2 鳥居　　猛

微分位相幾何学特論 1･2 秦泉寺　雅夫

位相幾何学 1･2 門田　直之

偏微分方程式特論 1･2 谷口　雅治

実解析学特論 1･2 大下　承民

関数解析学特論 1･2 川本　昌紀

応用解析学特論 1･2 髙瀬　裕志

数理科学特別講義Ａ 1･2

数理科学特別講義Ｂ 1･2

数理科学特別講義Ｃ 1･2 眞崎　聡（非常勤講師）

数理科学特別講義Ｄ 1･2 松井　紘樹（非常勤講師）

可換環論特別演習１ 寺井　直樹

可換環論特別演習２ 寺井　直樹

可換環論特別演習３ 寺井　直樹

可換環論特別演習４ 寺井　直樹

表現論特別演習１ 鈴木　武史

表現論特別演習２ 鈴木　武史

表現論特別演習３ 鈴木　武史

表現論特別演習４ 鈴木　武史

ホモロジー代数学特別演習１ 小野　舞子

ホモロジー代数学特別演習２ 小野　舞子

ホモロジー代数学特別演習３ 小野　舞子

ホモロジー代数学特別演習４ 小野　舞子

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

数理科学・物理科学
共通開講科目

数理科学
開講科目
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

Mathematics・Physics

－67－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

科学英語Ⅰ 1･2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

科学英語Ⅱ 1･2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

可換環論特論 1･2 寺井　直樹

カテゴリーと表現 1･2 鈴木　武史

ホモロジー代数学特論 1･2 小野　舞子

数論特論 1･2 石川　佳弘

多様体特論 1･2 近藤　　慶

ホモトピー論特論 1･2 鳥居　　猛

微分位相幾何学特論 1･2 秦泉寺　雅夫

位相幾何学 1･2 門田　直之

偏微分方程式特論 1･2 谷口　雅治

実解析学特論 1･2 大下　承民

関数解析学特論 1･2 川本　昌紀

応用解析学特論 1･2 髙瀬　裕志

数理科学特別講義Ａ 1･2

数理科学特別講義Ｂ 1･2

数理科学特別講義Ｃ 1･2 眞崎　聡（非常勤講師）

数理科学特別講義Ｄ 1･2 松井　紘樹（非常勤講師）

可換環論特別演習１ 寺井　直樹

可換環論特別演習２ 寺井　直樹

可換環論特別演習３ 寺井　直樹

可換環論特別演習４ 寺井　直樹

表現論特別演習１ 鈴木　武史

表現論特別演習２ 鈴木　武史

表現論特別演習３ 鈴木　武史

表現論特別演習４ 鈴木　武史

ホモロジー代数学特別演習１ 小野　舞子

ホモロジー代数学特別演習２ 小野　舞子

ホモロジー代数学特別演習３ 小野　舞子

ホモロジー代数学特別演習４ 小野　舞子

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

数理科学・物理科学
共通開講科目

数理科学
開講科目

－66－ −67−
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

数論特別演習１ 石川　佳弘

数論特別演習２ 石川　佳弘

数論特別演習３ 石川　佳弘

数論特別演習４ 石川　佳弘

多様体特別演習１ 近藤　　慶

多様体特別演習２ 近藤　　慶

多様体特別演習３ 近藤　　慶

多様体特別演習４ 近藤　　慶

ホモトピー論特別演習１ 鳥居　　猛

ホモトピー論特別演習２ 鳥居　　猛

ホモトピー論特別演習３ 鳥居　　猛

ホモトピー論特別演習４ 鳥居　　猛

微分位相幾何学特別演習１ 秦泉寺　雅夫

微分位相幾何学特別演習２ 秦泉寺　雅夫

微分位相幾何学特別演習３ 秦泉寺　雅夫

微分位相幾何学特別演習４ 秦泉寺　雅夫

位相幾何学特別演習１ 門田　直之

位相幾何学特別演習２ 門田　直之

位相幾何学特別演習３ 門田　直之

位相幾何学特別演習４ 門田　直之

偏微分方程式特別演習１ 谷口　雅治

偏微分方程式特別演習２ 谷口　雅治

偏微分方程式特別演習３ 谷口　雅治

偏微分方程式特別演習４ 谷口　雅治

実解析学特別演習１ 大下　承民

実解析学特別演習２ 大下　承民

実解析学特別演習３ 大下　承民

実解析学特別演習４ 大下　承民

関数解析学特別演習１ 川本　昌紀

関数解析学特別演習２ 川本　昌紀

関数解析学特別演習３ 川本　昌紀

関数解析学特別演習４ 川本　昌紀

応用解析学特別演習１ 髙瀬　裕志

応用解析学特別演習２ 髙瀬　裕志

応用解析学特別演習３ 髙瀬　裕志

応用解析学特別演習４ 髙瀬　裕志

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

数理科学
開講科目
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

数論特別演習１ 石川　佳弘

数論特別演習２ 石川　佳弘

数論特別演習３ 石川　佳弘

数論特別演習４ 石川　佳弘

多様体特別演習１ 近藤　　慶

多様体特別演習２ 近藤　　慶

多様体特別演習３ 近藤　　慶

多様体特別演習４ 近藤　　慶

ホモトピー論特別演習１ 鳥居　　猛

ホモトピー論特別演習２ 鳥居　　猛

ホモトピー論特別演習３ 鳥居　　猛

ホモトピー論特別演習４ 鳥居　　猛

微分位相幾何学特別演習１ 秦泉寺　雅夫

微分位相幾何学特別演習２ 秦泉寺　雅夫

微分位相幾何学特別演習３ 秦泉寺　雅夫

微分位相幾何学特別演習４ 秦泉寺　雅夫

位相幾何学特別演習１ 門田　直之

位相幾何学特別演習２ 門田　直之

位相幾何学特別演習３ 門田　直之

位相幾何学特別演習４ 門田　直之

偏微分方程式特別演習１ 谷口　雅治

偏微分方程式特別演習２ 谷口　雅治

偏微分方程式特別演習３ 谷口　雅治

偏微分方程式特別演習４ 谷口　雅治

実解析学特別演習１ 大下　承民

実解析学特別演習２ 大下　承民

実解析学特別演習３ 大下　承民

実解析学特別演習４ 大下　承民

関数解析学特別演習１ 川本　昌紀

関数解析学特別演習２ 川本　昌紀

関数解析学特別演習３ 川本　昌紀

関数解析学特別演習４ 川本　昌紀

応用解析学特別演習１ 髙瀬　裕志

応用解析学特別演習２ 髙瀬　裕志

応用解析学特別演習３ 髙瀬　裕志

応用解析学特別演習４ 髙瀬　裕志

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

数理科学
開講科目

－68－ −69−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

Advanced Lecture on Physics Ⅴ 1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

Materials Physics I 

1･2

1･2

Materials Physics II 
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

素粒子・宇宙基礎論 石野　宏和

吉村　浩司

植竹　　智

吉見　彰洋

増田　孝彦

宇宙物理学 1･2 安達　俊介

市岡　優典

安立　裕人

笠原　　成

木原　　工

高エネルギー物理学 1･2 小汐　由介

横谷　尚睦

村岡　祐治

大槻　太毅

鄭　　国慶

片山　尚幸

小島　慶太

小林　達生

荒木　新吾

川崎　慎司

味野　道信

神戸　高志

近藤　隆祐

ｼﾞｪｼｭｹ ﾊﾗﾙﾄﾞ ｵﾗﾌ

大槻　純也

西山　由弘

物理科学特別講義I 1･2 溝川　貴司（非常勤講師）

物理科学特別講義II 1･2 山中　長閑（非常勤講師）

物理科学特別講義III 1･2

物理科学特別講義IV 1･2

物理科学特別講義Ⅴ 1･2

大槻　太毅

増田　孝彦

片山　尚幸

小島　慶太

量子構造物性学演習 近藤　隆祐

量子物質物理学演習 味野　道信

機能電子物理学演習 神戸　高志

小林　達生

荒木　新吾

鄭　　国慶

川崎　慎司

笠原　　成

木原　　工

横谷　尚睦

村岡　祐治

大槻　太毅

市岡　優典

ｼﾞｪｼｭｹ ﾊﾗﾙﾄﾞ ｵﾗﾌ

大槻　純也

安立　裕人

宇宙物理学演習
石野　宏和
安達　俊介

素粒子物理学演習 小汐　由介

吉村　浩司

植竹　　智

吉見　彰洋

増田　孝彦

横谷　尚睦

村岡　祐治

大槻　太毅

先端基礎科学プログラミング実習 1･2 吉見　一慶（非常勤講師）

放射光科学実習 1･2

界面電子物理学演習

凝縮系理論 1･2

極限物性物理学 1･2

物質科学基礎論II

超伝導物理学・構造物性物理学 1･2

表面界面物性学・光電子物性学 1･2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

物理科学
開講科目

物質科学基礎論I

量子物質物性学 1･2

物理科学演習

量子物性物理学演習

量子多体物理学演習

量子宇宙基礎物理学演習

量子光学基礎論

構造物性物理学演習

極限物性物理学演習

低温物性物理学演習
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

Advanced Lecture on Physics Ⅴ 1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

Materials Physics I 

1･2

1･2

Materials Physics II 
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

素粒子・宇宙基礎論 石野　宏和

吉村　浩司

植竹　　智

吉見　彰洋

増田　孝彦

宇宙物理学 1･2 安達　俊介

市岡　優典

安立　裕人

笠原　　成

木原　　工

高エネルギー物理学 1･2 小汐　由介

横谷　尚睦

村岡　祐治

大槻　太毅

鄭　　国慶

片山　尚幸

小島　慶太

小林　達生

荒木　新吾

川崎　慎司

味野　道信

神戸　高志

近藤　隆祐

ｼﾞｪｼｭｹ ﾊﾗﾙﾄﾞ ｵﾗﾌ

大槻　純也

西山　由弘

物理科学特別講義I 1･2 溝川　貴司（非常勤講師）

物理科学特別講義II 1･2 山中　長閑（非常勤講師）

物理科学特別講義III 1･2

物理科学特別講義IV 1･2

物理科学特別講義Ⅴ 1･2

大槻　太毅

増田　孝彦

片山　尚幸

小島　慶太

量子構造物性学演習 近藤　隆祐

量子物質物理学演習 味野　道信

機能電子物理学演習 神戸　高志

小林　達生

荒木　新吾

鄭　　国慶

川崎　慎司

笠原　　成

木原　　工

横谷　尚睦

村岡　祐治

大槻　太毅

市岡　優典

ｼﾞｪｼｭｹ ﾊﾗﾙﾄﾞ ｵﾗﾌ

大槻　純也

安立　裕人

宇宙物理学演習
石野　宏和
安達　俊介

素粒子物理学演習 小汐　由介

吉村　浩司

植竹　　智

吉見　彰洋

増田　孝彦

横谷　尚睦

村岡　祐治

大槻　太毅

先端基礎科学プログラミング実習 1･2 吉見　一慶（非常勤講師）

放射光科学実習 1･2

界面電子物理学演習

凝縮系理論 1･2

極限物性物理学 1･2

物質科学基礎論II

超伝導物理学・構造物性物理学 1･2

表面界面物性学・光電子物性学 1･2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

物理科学
開講科目

物質科学基礎論I

量子物質物性学 1･2

物理科学演習

量子物性物理学演習

量子多体物理学演習

量子宇宙基礎物理学演習

量子光学基礎論

構造物性物理学演習

極限物性物理学演習

低温物性物理学演習
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

応用位相幾何学概論 1･2 大林　一平

機械学習の理論と応用 1･2 中井　拳吾

応用代数学特論 1･2 早坂　　太

応用確率論 1･2 河本　陽介

現象数理解析学 1･2 佐々木　徹

関数近似と周波数解析 1･2 小布施　祈織

偏微分方程式の数値解析 1･2 石原　　卓

非線形現象の数値シミュレーション 1･2 関本　　敦

統計モデル理論 1･2 坂本　　亘

機械学習特論 1･2 高岸　茉莉子

多変量解析学概論 1･2 飯塚　誠也

統計学・情報科学 1･2 石岡　文生

応用数理力学系 1･2 大林　一平

応用計算代数 1･2 早坂　　太

確率過程概論 1･2 河本　陽介

差分方程式と数理モデル 1･2 佐々木　徹

データと構造 1･2 小布施　祈織

並列計算入門 1･2 石原　　卓

逆解析とデータ同化 1･2 関本　　敦

シミュレーション統計学 1･2 坂本　　亘

統計テー゙タ解析学概論 1･2 大久保　祐作

計算機利用データ分析 1･2 飯塚　誠也

地理空間解析学 1･2 石岡　文生

大林　一平

中井　拳吾

大林　一平

中井　拳吾

早坂　　太

河本　陽介

早坂　　太

河本　陽介

佐々木　徹

小布施　祈織

佐々木　徹

小布施　祈織

石原　　卓

関本　　敦

石原　　卓

関本　　敦

坂本　　亘

高岸　茉莉子

坂本　　亘

高岸　茉莉子

飯塚　誠也

石岡　文生

大久保　祐作

飯塚　誠也

石岡　文生

大久保　祐作

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

数理データ科学
開講科目

統計データ解析学演習B 1･2

現象数値解析学演習B 1･2

計算機統計学演習 1･2

時空間統計学演習 1･2

統計データ解析学演習A 1･2

現象数値解析学演習A 1･2

数理モデル解析学演習B 1･2

数理モデル解析学演習A 1･2

数理データ活用学演習B 1･2

数理データ活用学演習A 1･2

応用数理学演習A 1･2

応用数理学演習B 1･2

－72－−72−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－73－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

応用位相幾何学概論 1･2 大林　一平

機械学習の理論と応用 1･2 中井　拳吾

応用代数学特論 1･2 早坂　　太

応用確率論 1･2 河本　陽介

現象数理解析学 1･2 佐々木　徹

関数近似と周波数解析 1･2 小布施　祈織

偏微分方程式の数値解析 1･2 石原　　卓

非線形現象の数値シミュレーション 1･2 関本　　敦

統計モデル理論 1･2 坂本　　亘

機械学習特論 1･2 高岸　茉莉子

多変量解析学概論 1･2 飯塚　誠也

統計学・情報科学 1･2 石岡　文生

応用数理力学系 1･2 大林　一平

応用計算代数 1･2 早坂　　太

確率過程概論 1･2 河本　陽介

差分方程式と数理モデル 1･2 佐々木　徹

データと構造 1･2 小布施　祈織

並列計算入門 1･2 石原　　卓

逆解析とデータ同化 1･2 関本　　敦

シミュレーション統計学 1･2 坂本　　亘

統計テー゙タ解析学概論 1･2 大久保　祐作

計算機利用データ分析 1･2 飯塚　誠也

地理空間解析学 1･2 石岡　文生

大林　一平

中井　拳吾

大林　一平

中井　拳吾

早坂　　太

河本　陽介

早坂　　太

河本　陽介

佐々木　徹

小布施　祈織

佐々木　徹

小布施　祈織

石原　　卓

関本　　敦

石原　　卓

関本　　敦

坂本　　亘

高岸　茉莉子

坂本　　亘

高岸　茉莉子

飯塚　誠也

石岡　文生

大久保　祐作

飯塚　誠也

石岡　文生

大久保　祐作

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

数理データ科学
開講科目

統計データ解析学演習B 1･2

現象数値解析学演習B 1･2

計算機統計学演習 1･2

時空間統計学演習 1･2

統計データ解析学演習A 1･2

現象数値解析学演習A 1･2

数理モデル解析学演習B 1･2

数理モデル解析学演習A 1･2

数理データ活用学演習B 1･2

数理データ活用学演習A 1･2

応用数理学演習A 1･2

応用数理学演習B 1･2

－72－ −73−



1･2

1･2

－75－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

技術英語 （情報系） 各教員

表現技法1（情報系） 1･2 各教員

表現技法2（情報系） 1･2 各教員

オペレーティングシステム構成論 山内　利宏

マルチエージェントシステム論 林　　冬惠

プロセッサ工学特論 渡邊　　実

プログラミング方法論 乃村　能成

画像情報処理論 岡部　孝弘

視覚情報処理論 明石　卓也

メディア情報処理論 竹内　孔一

音声音響インタフェース論 原　　　直

情報検索論 太田　　学

ユビキタスシステム特論 松田　裕貴

数理計画特論 高橋　規一

定量的ソフトウェア開発管理 門田　暁人

ソフトウェア検証論 中川　博之

アルゴリズム特論 栗田　和宏

原　　　直

松田　裕貴

稲吉　弘樹

遠藤　良峻

後藤　佑介

乃村　能成

山内　利宏

後藤　佑介

乃村　能成

山内　利宏

AI・IoT統合システム開発実践

ソフトウェア開発法（基礎）

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

計算機科学
開講科目

ソフトウェア開発法（応用）

－74－−74−



1･2

1･2

－75－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

技術英語 （情報系） 各教員

表現技法1（情報系） 1･2 各教員

表現技法2（情報系） 1･2 各教員

オペレーティングシステム構成論 山内　利宏

マルチエージェントシステム論 林　　冬惠

プロセッサ工学特論 渡邊　　実

プログラミング方法論 乃村　能成

画像情報処理論 岡部　孝弘

視覚情報処理論 明石　卓也

メディア情報処理論 竹内　孔一

音声音響インタフェース論 原　　　直

情報検索論 太田　　学

ユビキタスシステム特論 松田　裕貴

数理計画特論 高橋　規一

定量的ソフトウェア開発管理 門田　暁人

ソフトウェア検証論 中川　博之

アルゴリズム特論 栗田　和宏

原　　　直

松田　裕貴

稲吉　弘樹

遠藤　良峻

後藤　佑介

乃村　能成

山内　利宏

後藤　佑介

乃村　能成

山内　利宏

AI・IoT統合システム開発実践

ソフトウェア開発法（基礎）

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

計算機科学
開講科目

ソフトウェア開発法（応用）

－74－ −75−



Engineering English（Communication Network 
Engineering）

Technical Writing（Communication Network 
Engineering）

Technical Presentation（Communication Network 
Engineering）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－77－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

技術英語（通信ネットワーク系） 各教員

表現技法１（通信ネットワーク系） 各教員

表現技法２（通信ネットワーク系） 各教員

計算機アーキテクチャ特論 1･2 籠谷　裕人

モバイル通信工学 1･2 上原　一浩

スペクトラム拡散通信特論 1･2 冨里　　繁

野上　保之

小寺　雄太

田野　　哲

侯　　亜飛

舩曵　信生

野上　保之

環境電磁工学特論 1･2 豊田　啓孝

ネットワーク設計特論 1･2 福島　行信

セキュアハードウェア実装特論 1･2 五百旗頭　健吾

舩曵　信生

池田　達治（非常勤講師）

南　　啓二（非常勤講師）

西川　貴生（非常勤講師）

川上　重男（非常勤講師）

田坂　竜一（非常勤講師）

松上　聖一（非常勤講師）

石原　洋之（非常勤講師）

舩曵　信生

安田　　太（非常勤講師）

山西　健二（非常勤講師）

中西　克彦（非常勤講師）

山本　拓巳（非常勤講師）

坂口　智美（非常勤講師）

駒崎　　修（非常勤講師）

舩曵　信生

佐藤　隆哉（非常勤講師）

岸本　郁夫（非常勤講師）

南　　啓二（非常勤講師）

持田　敏之（非常勤講師）

小西　晃平（非常勤講師）

川野　直樹（非常勤講師）

実践的キャリア形成演習 舩曵　信生

情報通信プロフェッショナル概論

情報セキュリティ特論

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

情報通信システム学
開講科目

ICT活用ビジネスマインド論

ディジタル無線通信技術論 1･2

システムセキュリティ最適化論

数理暗号論 1･2

1･2

－76－−76−



Engineering English（Communication Network 
Engineering）

Technical Writing（Communication Network 
Engineering）

Technical Presentation（Communication Network 
Engineering）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－77－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

技術英語（通信ネットワーク系） 各教員

表現技法１（通信ネットワーク系） 各教員

表現技法２（通信ネットワーク系） 各教員

計算機アーキテクチャ特論 1･2 籠谷　裕人

モバイル通信工学 1･2 上原　一浩

スペクトラム拡散通信特論 1･2 冨里　　繁

野上　保之

小寺　雄太

田野　　哲

侯　　亜飛

舩曵　信生

野上　保之

環境電磁工学特論 1･2 豊田　啓孝

ネットワーク設計特論 1･2 福島　行信

セキュアハードウェア実装特論 1･2 五百旗頭　健吾

舩曵　信生

池田　達治（非常勤講師）

南　　啓二（非常勤講師）

西川　貴生（非常勤講師）

川上　重男（非常勤講師）

田坂　竜一（非常勤講師）

松上　聖一（非常勤講師）

石原　洋之（非常勤講師）

舩曵　信生

安田　　太（非常勤講師）

山西　健二（非常勤講師）

中西　克彦（非常勤講師）

山本　拓巳（非常勤講師）

坂口　智美（非常勤講師）

駒崎　　修（非常勤講師）

舩曵　信生

佐藤　隆哉（非常勤講師）

岸本　郁夫（非常勤講師）

南　　啓二（非常勤講師）

持田　敏之（非常勤講師）

小西　晃平（非常勤講師）

川野　直樹（非常勤講師）

実践的キャリア形成演習 舩曵　信生

情報通信プロフェッショナル概論

情報セキュリティ特論

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

情報通信システム学
開講科目

ICT活用ビジネスマインド論

ディジタル無線通信技術論 1･2

システムセキュリティ最適化論

数理暗号論 1･2

1･2

－76－ −77−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

Engineering English（Electronic Engineering） 1･2

Technical Writing（Electronic Engineering） 1･2

Technical Presentation（Electronic Engineering） 1･2

－79－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

応用超電導基礎 1･2 金　　錫範

応用電磁気学特論 1･2 植田　浩史

半導体電力変換工学 1･2 平木　英治

制御工学論 1･2 今井　　純

電磁波工学特論 1･2 佐薙　　稔

ナノ物性特論 1･2 林　　靖彦

電子材料学特論 1･2 山下　善文

電子デバイス特論 1･2 鶴田　健二

光エレクトロニクス特論 1･2 髙橋　　和

応用電磁波デバイス特論 1･2 藤森　和博

技術英語（電気電子系） 1･2 平木　英治

表現技法1（電気電子系） 1･2 各教員

表現技法2（電気電子系） 1･2 各教員

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

電気電子機能開発学
開講科目

－78－−78−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

Engineering English（Electronic Engineering） 1･2

Technical Writing（Electronic Engineering） 1･2

Technical Presentation（Electronic Engineering） 1･2

－79－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

応用超電導基礎 1･2 金　　錫範

応用電磁気学特論 1･2 植田　浩史

半導体電力変換工学 1･2 平木　英治

制御工学論 1･2 今井　　純

電磁波工学特論 1･2 佐薙　　稔

ナノ物性特論 1･2 林　　靖彦

電子材料学特論 1･2 山下　善文

電子デバイス特論 1･2 鶴田　健二

光エレクトロニクス特論 1･2 髙橋　　和

応用電磁波デバイス特論 1･2 藤森　和博

技術英語（電気電子系） 1･2 平木　英治

表現技法1（電気電子系） 1･2 各教員

表現技法2（電気電子系） 1･2 各教員

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

電気電子機能開発学
開講科目

－78－ −79−



（Mechanical System and Urban Innovation Science）

Introduction to Innovation　※2

※1：See p. 126 for details.

※2：Required for Flex BMD course students. See the Graduate School Web page for details.

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：Courses must be taken under the guidance of your supervisor. See p. 82-89 for details of course titles.

※4：Up to 2 credits may be counted toward the completion requirement credits.

○ Planning for Registration

※4

※3 ※3

※1
1～2

○ Requirement for Graduation

22..　　MMeecchhaanniiccaall  SSyysstteemmss  aanndd  UUrrbbaann  IInnnnoovvaattiioonn  SScciieennccee

○ Outline

－81－

なお、プロジェクト・マネージメント実習科目は2単位を上限として、修了要件単位とする。

他研究科の授業科目を履修し修得した単位は、他の学位プログラムの専門科目として修了要件単位とすることができる。

授業科目 単位数 修了要件区分

リーダーシップとSDGs科目 機械システム都市創成科学とSDGs 必修

インターンシップ（短期）

インターンシップ（長期）

学会発表型実習

海外学修（短期）

海外学修（長期）

実践実習（短期）

実践実習（長期）

探究型教育実践実習

土木プラクティスⅠ

特別研究科目 特別研究 必修

学位プログラム導入科目 機械システム都市創成科学概論 必修

ソーシャル・リスクマネジメント総論

イノベーション概論　※2

知的財産論

イノベーションと組織

機械システム都市創成科学
学位プログラムの専門科目

14以上

他の学位プログラムの専門科目

※1：詳細はp.126を参照。

※2：Flex BMDコース生必修科目。詳細は研究科Webページを参照。

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：指導教員の履修指導の下、履修すること。科目名等の具体は、p.82～89を参照。

※4：2単位を上限として修了要件単位とすることができる。

研究科共通科目

○ 履修計画

合計 30以上

授業科目の履修にあたっては、機械システム都市創成科学学位プログラムの指導教員の指導を受け、学務情報システムにより登録して
ください。

学位プログラム
専門科目

※3 ※3 選択

学位審査委員会は、2年次後期に取得予定学位が研究テーマと研究内容から適切かを確認し、また、学位審査において研究成果と履修科
目の内容から学位に付記する専攻分野の名称を決定し、学位プログラム会議での最終審議を経て学位を授与する。

指導教員の指導により30単位以上を修得する。
大学院共通科目において、必修科目12単位を修得するとともに、プロジェクト・マネージメント実習科目から1単位以上を修得する。

研究科共通科目において、学位プログラム導入科目1単位を必修とする。また、学位プログラム導入科目以外の科目は2単位を上限とし
て修了要件単位とする。

選択 ※4

16以上

科目区分 修了要件単位数

大学院共通科目
プロジェクト・マネージメント
実習科目　※1

選択必修 1～2

○ 修了要件

２２．．機機械械シシスステテムム都都市市創創成成科科学学

○ 概要

IoT で全ての人とモビリティ・ロボット・都市が繋がり、様々な知識や情報が共有されたサイバー空間とも統合されたスマートシティ
実現に向けて、機械・システム・土木・建築の工学に関する先進的な知識と、語学能力やデザイン能力などを駆使し、最先端の技術を
集約したモノ作りの企画・設計・生産、他分野の技術と融合した、広範囲の視点からの工学システムの開発・応用及び地域全体のマネ
ジメントを行う高度専門職業人を養成する。新たな時代を切り開く明確なビジョンを持ち、高い専門性、問題設定・解決能力、指導力
を持つ産業界の中核的技術者や研究者を養成することで、持続可能な人間社会の構築に貢献する。

学位プログラム専門科目において、機械システム都市創成科学学位プログラムの専門科目から14単位以上を修得する。

研究科共通科目の学位プログラム導入科目以外の科目と、学位プログラム専門科目とを合わせて16単位以上修得する。
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（Mechanical System and Urban Innovation Science）

Introduction to Innovation　※2

※1：See p. 126 for details.

※2：Required for Flex BMD course students. See the Graduate School Web page for details.

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：Courses must be taken under the guidance of your supervisor. See p. 82-89 for details of course titles.

※4：Up to 2 credits may be counted toward the completion requirement credits.

○ Planning for Registration

※4

※3 ※3

※1
1～2

○ Requirement for Graduation

22..　　MMeecchhaanniiccaall  SSyysstteemmss  aanndd  UUrrbbaann  IInnnnoovvaattiioonn  SScciieennccee

○ Outline

－81－

なお、プロジェクト・マネージメント実習科目は2単位を上限として、修了要件単位とする。

他研究科の授業科目を履修し修得した単位は、他の学位プログラムの専門科目として修了要件単位とすることができる。

授業科目 単位数 修了要件区分

リーダーシップとSDGs科目 機械システム都市創成科学とSDGs 必修

インターンシップ（短期）

インターンシップ（長期）

学会発表型実習

海外学修（短期）

海外学修（長期）

実践実習（短期）

実践実習（長期）

探究型教育実践実習

土木プラクティスⅠ

特別研究科目 特別研究 必修

学位プログラム導入科目 機械システム都市創成科学概論 必修

ソーシャル・リスクマネジメント総論

イノベーション概論　※2

知的財産論

イノベーションと組織

機械システム都市創成科学
学位プログラムの専門科目

14以上

他の学位プログラムの専門科目

※1：詳細はp.126を参照。

※2：Flex BMDコース生必修科目。詳細は研究科Webページを参照。

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：指導教員の履修指導の下、履修すること。科目名等の具体は、p.82～89を参照。

※4：2単位を上限として修了要件単位とすることができる。

研究科共通科目

○ 履修計画

合計 30以上

授業科目の履修にあたっては、機械システム都市創成科学学位プログラムの指導教員の指導を受け、学務情報システムにより登録して
ください。

学位プログラム
専門科目

※3 ※3 選択

学位審査委員会は、2年次後期に取得予定学位が研究テーマと研究内容から適切かを確認し、また、学位審査において研究成果と履修科
目の内容から学位に付記する専攻分野の名称を決定し、学位プログラム会議での最終審議を経て学位を授与する。

指導教員の指導により30単位以上を修得する。
大学院共通科目において、必修科目12単位を修得するとともに、プロジェクト・マネージメント実習科目から1単位以上を修得する。

研究科共通科目において、学位プログラム導入科目1単位を必修とする。また、学位プログラム導入科目以外の科目は2単位を上限とし
て修了要件単位とする。

選択 ※4

16以上

科目区分 修了要件単位数

大学院共通科目
プロジェクト・マネージメント
実習科目　※1

選択必修 1～2

○ 修了要件

２２．．機機械械シシスステテムム都都市市創創成成科科学学

○ 概要

IoT で全ての人とモビリティ・ロボット・都市が繋がり、様々な知識や情報が共有されたサイバー空間とも統合されたスマートシティ
実現に向けて、機械・システム・土木・建築の工学に関する先進的な知識と、語学能力やデザイン能力などを駆使し、最先端の技術を
集約したモノ作りの企画・設計・生産、他分野の技術と融合した、広範囲の視点からの工学システムの開発・応用及び地域全体のマネ
ジメントを行う高度専門職業人を養成する。新たな時代を切り開く明確なビジョンを持ち、高い専門性、問題設定・解決能力、指導力
を持つ産業界の中核的技術者や研究者を養成することで、持続可能な人間社会の構築に貢献する。

学位プログラム専門科目において、機械システム都市創成科学学位プログラムの専門科目から14単位以上を修得する。

研究科共通科目の学位プログラム導入科目以外の科目と、学位プログラム専門科目とを合わせて16単位以上修得する。
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○Subject List

1･2

1･2

1～2

1･2

（Mechanical System and Urban Innovation Science）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－83－

○科目一覧 ※講義番号は時間割表、シラバスにより確認すること。

授業科目 単位数 配当年次 担当教員

亀川　哲志

石田    衛（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

探究型教育実践実習 1･2 吉井　大志

土木プラクティスⅠ 1･2 樋口　輝久

川西　敦史

鳴海　大典

特別研究科目 特別研究 1～2 各教員

学位プログラム導入科目 機械システム都市創成科学概論 シラバス参照

ソーシャル・リスクマネジメント総論 山﨑　淳一郎（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

イノベーションと組織 床尾　あかね（非常勤講師）

海外学修（短期） 1･2

科目区分

大
学
院
共
通
科
目

リーダーシップとSDGs科目 機械システム都市創成科学とSDGs

学会発表型実習 1･2

1･2

インターンシップ（長期） 1･2

プロジェクト・マネージメント
実習科目

海外学修（長期） 1･2

インターンシップ（短期） 1･2

実践実習（短期） 1･2

研
究
科
共
通
科
目

イノベーション概論

知的財産論

実践実習（長期） 1･2
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○Subject List

1･2

1･2

1～2

1･2

（Mechanical System and Urban Innovation Science）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－83－

○科目一覧 ※講義番号は時間割表、シラバスにより確認すること。

授業科目 単位数 配当年次 担当教員

亀川　哲志

石田    衛（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

探究型教育実践実習 1･2 吉井　大志

土木プラクティスⅠ 1･2 樋口　輝久

川西　敦史

鳴海　大典

特別研究科目 特別研究 1～2 各教員

学位プログラム導入科目 機械システム都市創成科学概論 シラバス参照

ソーシャル・リスクマネジメント総論 山﨑　淳一郎（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

イノベーションと組織 床尾　あかね（非常勤講師）

海外学修（短期） 1･2

科目区分

大
学
院
共
通
科
目

リーダーシップとSDGs科目 機械システム都市創成科学とSDGs

学会発表型実習 1･2

1･2

インターンシップ（長期） 1･2

プロジェクト・マネージメント
実習科目

海外学修（長期） 1･2

インターンシップ（短期） 1･2

実践実習（短期） 1･2

研
究
科
共
通
科
目

イノベーション概論

知的財産論

実践実習（長期） 1･2
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Systems・Advanced

－85－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

知能機械システム学・
先端機械学

共通開講科目
産業技術実践 各教員

上級技術英語 松岡　由美子（非常勤講師）

ロボティクス・知能システム工学演習 1 各教員

ロボティクス・知能システム工学演習 2 各教員

ロボット動力学特論 松野　隆幸

センサシステム設計特論 宮本　浩一郎　

システム制御特論 西村　悠樹

非線形最適制御特論 湯野　剛史

システム管理学特論 田中　俊二

機能デバイス特論 神田　岳文

オペレーションマネジメント特論 柳川　佳也

環境放射線システム安全学特論 佐藤　治夫

メカトロニクス特論 真下　智昭

知能工学特論 亀川　哲志

ソフトロボティクス特論 下岡  　綜

適応学習システム学特論 戸田　雄一郎

生体信号処理特論 芝軒　太郎

上級技術英語 ｲｱﾝ ﾅｶﾑﾗ（非常勤講師）

高度創成デザイン 大橋　一仁

岡安　光博

竹元　嘉利

多田　直哉

上森　　武

脇元　修一

塩田　　忠

岡田　　晃

篠永　東吾

堀部　明彦

山田　　寛

河内　俊憲

鈴木　博貴

河原　伸幸

小橋　好充

キャリア形成論 長江　由美子（非常勤講師）

社会人基礎力養成概論 中村　　剛（非常勤講師）

機械工学演習１ 各教員

機械工学演習２ 各教員

熱エネルギー変換工学

応用固体力学論

大橋　一仁

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

知能機械システム学
開講科目

先端機械学
開講科目

材料工学特論

機械要素設計特論

先進流体力学

特殊加工学特論

精密加工学特論

応用伝熱学
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Systems・Advanced
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

知能機械システム学・
先端機械学

共通開講科目
産業技術実践 各教員

上級技術英語 松岡　由美子（非常勤講師）

ロボティクス・知能システム工学演習 1 各教員

ロボティクス・知能システム工学演習 2 各教員

ロボット動力学特論 松野　隆幸

センサシステム設計特論 宮本　浩一郎　

システム制御特論 西村　悠樹

非線形最適制御特論 湯野　剛史

システム管理学特論 田中　俊二

機能デバイス特論 神田　岳文

オペレーションマネジメント特論 柳川　佳也

環境放射線システム安全学特論 佐藤　治夫

メカトロニクス特論 真下　智昭

知能工学特論 亀川　哲志

ソフトロボティクス特論 下岡  　綜

適応学習システム学特論 戸田　雄一郎

生体信号処理特論 芝軒　太郎

上級技術英語 ｲｱﾝ ﾅｶﾑﾗ（非常勤講師）

高度創成デザイン 大橋　一仁

岡安　光博

竹元　嘉利

多田　直哉

上森　　武

脇元　修一

塩田　　忠

岡田　　晃

篠永　東吾

堀部　明彦

山田　　寛

河内　俊憲

鈴木　博貴

河原　伸幸

小橋　好充

キャリア形成論 長江　由美子（非常勤講師）

社会人基礎力養成概論 中村　　剛（非常勤講師）

機械工学演習１ 各教員

機械工学演習２ 各教員

熱エネルギー変換工学

応用固体力学論

大橋　一仁

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

知能機械システム学
開講科目

先端機械学
開講科目

材料工学特論

機械要素設計特論

先進流体力学

特殊加工学特論

精密加工学特論

応用伝熱学
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

環境振動工学 1･2 比江島　慎二

構造設計学 1･2 ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

環境構造振動論 1･2 木本　和志

水工水理学 1･2 吉田　圭介

水工環境設計学 1･2 赤穗　良輔

地盤地下水工学 1･2 小松　　満

地盤力学 1･2 古川　全太郎

建築設計論 1･2 川西　敦史

歴史環境分析学 1･2 樋口　輝久

土木プラクティスII 1･2 樋口　輝久

建築と都市空間の計画 1･2 堀　　裕典

居住環境論 1･2 橋田　竜兵

交通まちづくり学 1･2 橋本　成仁

都市環境マネジメント学 1･2 氏原　岳人

木質資源利用学 1･2 高麗　秀昭

綾野　克紀

藤井　隆史

綾野　克紀

藤井　隆史

持続都市エネルギー学 1･2 鳴海　大典

水処理工学 1･2 永禮　英明

木質構造設計学演習 1･2 ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

鋼構造設計学演習A 1･2 比江島　慎二

鋼構造設計学演習B 1･2 木本　和志

水工学演習A 1･2 吉田　圭介

水工学演習B 1･2 赤穗　良輔

地盤・地下水学演習A 1･2 小松　　満

地盤・地下水学演習B 1･2 古川　全太郎

建築設計学演習 1･2 川西　敦史

歴史・景観学演習 1･2 樋口　輝久

建築計画学演習 1･2 堀　　裕典

建築計画学演習B 1･2 橋田　竜兵

都市環境創成学
開講科目

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

複合構造材料学 1･2

複合構造設計学 1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

環境振動工学 1･2 比江島　慎二

構造設計学 1･2 ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

環境構造振動論 1･2 木本　和志

水工水理学 1･2 吉田　圭介

水工環境設計学 1･2 赤穗　良輔

地盤地下水工学 1･2 小松　　満

地盤力学 1･2 古川　全太郎

建築設計論 1･2 川西　敦史

歴史環境分析学 1･2 樋口　輝久

土木プラクティスII 1･2 樋口　輝久

建築と都市空間の計画 1･2 堀　　裕典

居住環境論 1･2 橋田　竜兵

交通まちづくり学 1･2 橋本　成仁

都市環境マネジメント学 1･2 氏原　岳人

木質資源利用学 1･2 高麗　秀昭

綾野　克紀

藤井　隆史

綾野　克紀

藤井　隆史

持続都市エネルギー学 1･2 鳴海　大典

水処理工学 1･2 永禮　英明

木質構造設計学演習 1･2 ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

鋼構造設計学演習A 1･2 比江島　慎二

鋼構造設計学演習B 1･2 木本　和志

水工学演習A 1･2 吉田　圭介

水工学演習B 1･2 赤穗　良輔

地盤・地下水学演習A 1･2 小松　　満

地盤・地下水学演習B 1･2 古川　全太郎

建築設計学演習 1･2 川西　敦史

歴史・景観学演習 1･2 樋口　輝久

建築計画学演習 1･2 堀　　裕典

建築計画学演習B 1･2 橋田　竜兵

都市環境創成学
開講科目

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

複合構造材料学 1･2

複合構造設計学 1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－89－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

都市・交通計画学演習A 1･2 橋本　成仁

都市・交通計画学演習B 1･2 氏原　岳人

木質資源利用学演習 1･2 高麗　秀昭

コンクリート構造設計学演習A 1･2 綾野　克紀

コンクリート構造設計学演習B 1･2 藤井　隆史

都市・建築環境学演習 1･2 鳴海　大典

水質衛生学演習 1･2 永禮　英明

Architecture Workshop B(意匠) 1･2 川西　敦史

Architecture Workshop B(構造) 1･2 ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

Architecture Workshop B(設備) 1･2 鳴海　大典

堀　　裕典

川西　敦史

堀　　裕典

川西　敦史

堀　　裕典

川西　敦史

堀　　裕典

川西　敦史

建築構造設計・施工プラクティスIA ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

建築構造設計・施工プラクティスIB ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

建築構造設計・施工プラクティスIIA ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

建築構造設計・施工プラクティスIIB ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

建築設備プラクティスIA 鳴海　大典

建築設備プラクティスIB 鳴海　大典

建築設備プラクティスIIA 鳴海　大典

建築設備プラクティスIIB 鳴海　大典

ﾛﾋﾞﾝｿﾝ ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄ ｲｱﾝ
（非常勤講師）

都市環境創成学
開講科目

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

建築意匠・計画プラクティスIIA

建築意匠・計画プラクティスIA

建築意匠・計画プラクティスIB

建築意匠・計画プラクティスIIB
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－89－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

都市・交通計画学演習A 1･2 橋本　成仁

都市・交通計画学演習B 1･2 氏原　岳人

木質資源利用学演習 1･2 高麗　秀昭

コンクリート構造設計学演習A 1･2 綾野　克紀

コンクリート構造設計学演習B 1･2 藤井　隆史

都市・建築環境学演習 1･2 鳴海　大典

水質衛生学演習 1･2 永禮　英明

Architecture Workshop B(意匠) 1･2 川西　敦史

Architecture Workshop B(構造) 1･2 ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

Architecture Workshop B(設備) 1･2 鳴海　大典

堀　　裕典

川西　敦史

堀　　裕典

川西　敦史

堀　　裕典

川西　敦史

堀　　裕典

川西　敦史

建築構造設計・施工プラクティスIA ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

建築構造設計・施工プラクティスIB ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

建築構造設計・施工プラクティスIIA ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

建築構造設計・施工プラクティスIIB ｱﾙﾜｼｬﾘ ﾊﾓｰﾄﾞ

建築設備プラクティスIA 鳴海　大典

建築設備プラクティスIB 鳴海　大典

建築設備プラクティスIIA 鳴海　大典

建築設備プラクティスIIB 鳴海　大典

ﾛﾋﾞﾝｿﾝ ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄ ｲｱﾝ
（非常勤講師）

都市環境創成学
開講科目

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

建築意匠・計画プラクティスIIA

建築意匠・計画プラクティスIA

建築意匠・計画プラクティスIB

建築意匠・計画プラクティスIIB
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（Innovative Chemistry）

Introduction to Innovation　※2

※5

※1：See p. 126 for details.

※2：Required for Flex BMD course students. See the Graduate School Web page for details.

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：Courses must be taken under the guidance of your supervisor. See p. 92-97 for details of course titles.

※4：Up to 2 credits may be counted toward the completion requirement credits.

※5：Up to 4 credits may be counted toward the completion requirement credits.

33..　　IInnnnoovvaattiivvee  CChheemmiissttrryy

○ Outline

○ Planning for Registration

○ Requirement for Graduation

※1
1～2

※4

※3 ※3

－91－

他研究科の授業科目を履修し修得した単位は、他の学位プログラムの専門科目として修了要件単位とすることができる。

授業科目 単位数 修了要件区分

リーダーシップとSDGs科目 創成化学とSDGs 必修

インターンシップ（短期）

インターンシップ（長期）

学会発表型実習

海外学修（短期）

海外学修（長期）

実践実習（短期）

実践実習（長期）

探究型教育実践実習

特別研究科目 特別研究 必修

学位プログラム導入科目 創成化学概論 必修

ソーシャル・リスクマネジメント総論

イノベーション概論　※2

知的財産論

イノベーションと組織

創成化学学位プログラムの
専門科目

10以上

他の学位プログラムの専門科目 ※5

※1：詳細はp.126を参照。

※2：Flex BMDコース生必修科目。詳細は研究科Webページを参照。

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：指導教員の履修指導の下、履修すること。科目名等の具体は、p.92～97を参照。

※4：2単位を上限として修了要件単位とすることができる。

※5：4単位を上限として修了要件単位とすることができる。

３３．．創創成成化化学学

○ 概要

前期課程においては、高い専門能力が要求される「高度専門職業人」の養成を中心に行う。本プログラムで行う高度な化学教育を受講
し、また、これら研究活動を通じて論理的かつ実証的な思考能力を高め、対話力を持って課題解決をし、自律的に研究を推進する、
様々な化学研究の最先端で活躍できる人材養成を目指す。その中には、高度な知識と経験を持った中高の教員も含まれる。

○ 履修計画

授業科目の履修にあたっては、創成化学学位プログラムの指導教員の指導を受け、学務情報システムにより登録してください。

○ 修了要件

指導教員の指導により30単位以上を修得する。

大学院共通科目において、必修科目12単位を修得するとともに、プロジェクト・マネージメント実習科目から1単位以上を修得する。
なお、プロジェクト・マネージメント実習科目は2単位を上限として、修了要件単位とする。

研究科共通科目において、学位プログラム導入科目1単位を必修とする。また、学位プログラム導入科目以外の科目は2単位を上限とし
て修了要件単位とする。

1～2

学位プログラム専門科目において、創成化学学位プログラムの専門科目から10単位以上、他の学位プログラムの専門科目と合わせて
14単位以上を修得する。

学位審査委員会は、2年次後期に取得予定学位が研究テーマと研究内容から適切かを確認し、また、学位審査において研究成果と履修
科目の内容から学位に付記する専攻分野の名称を決定し、学位プログラム会議での最終審議を経て学位を授与する。

科目区分 修了要件単位数

研究科共通科目

選択 ※4

大学院共通科目 プロジェクト・マネージメント
実習科目　※1

選択必修

学位プログラム
専門科目

※3 ※3 選択
以上

合計 30以上

－90－−90−



（Innovative Chemistry）

Introduction to Innovation　※2

※5

※1：See p. 126 for details.

※2：Required for Flex BMD course students. See the Graduate School Web page for details.

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：Courses must be taken under the guidance of your supervisor. See p. 92-97 for details of course titles.

※4：Up to 2 credits may be counted toward the completion requirement credits.

※5：Up to 4 credits may be counted toward the completion requirement credits.

33..　　IInnnnoovvaattiivvee  CChheemmiissttrryy

○ Outline

○ Planning for Registration

○ Requirement for Graduation

※1
1～2

※4

※3 ※3

－91－

他研究科の授業科目を履修し修得した単位は、他の学位プログラムの専門科目として修了要件単位とすることができる。

授業科目 単位数 修了要件区分

リーダーシップとSDGs科目 創成化学とSDGs 必修

インターンシップ（短期）

インターンシップ（長期）

学会発表型実習

海外学修（短期）

海外学修（長期）

実践実習（短期）

実践実習（長期）

探究型教育実践実習

特別研究科目 特別研究 必修

学位プログラム導入科目 創成化学概論 必修

ソーシャル・リスクマネジメント総論

イノベーション概論　※2

知的財産論

イノベーションと組織

創成化学学位プログラムの
専門科目

10以上

他の学位プログラムの専門科目 ※5

※1：詳細はp.126を参照。

※2：Flex BMDコース生必修科目。詳細は研究科Webページを参照。

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：指導教員の履修指導の下、履修すること。科目名等の具体は、p.92～97を参照。

※4：2単位を上限として修了要件単位とすることができる。

※5：4単位を上限として修了要件単位とすることができる。

３３．．創創成成化化学学

○ 概要

前期課程においては、高い専門能力が要求される「高度専門職業人」の養成を中心に行う。本プログラムで行う高度な化学教育を受講
し、また、これら研究活動を通じて論理的かつ実証的な思考能力を高め、対話力を持って課題解決をし、自律的に研究を推進する、
様々な化学研究の最先端で活躍できる人材養成を目指す。その中には、高度な知識と経験を持った中高の教員も含まれる。

○ 履修計画

授業科目の履修にあたっては、創成化学学位プログラムの指導教員の指導を受け、学務情報システムにより登録してください。

○ 修了要件

指導教員の指導により30単位以上を修得する。

大学院共通科目において、必修科目12単位を修得するとともに、プロジェクト・マネージメント実習科目から1単位以上を修得する。
なお、プロジェクト・マネージメント実習科目は2単位を上限として、修了要件単位とする。

研究科共通科目において、学位プログラム導入科目1単位を必修とする。また、学位プログラム導入科目以外の科目は2単位を上限とし
て修了要件単位とする。

1～2

学位プログラム専門科目において、創成化学学位プログラムの専門科目から10単位以上、他の学位プログラムの専門科目と合わせて
14単位以上を修得する。

学位審査委員会は、2年次後期に取得予定学位が研究テーマと研究内容から適切かを確認し、また、学位審査において研究成果と履修
科目の内容から学位に付記する専攻分野の名称を決定し、学位プログラム会議での最終審議を経て学位を授与する。

科目区分 修了要件単位数

研究科共通科目

選択 ※4

大学院共通科目 プロジェクト・マネージメント
実習科目　※1

選択必修

学位プログラム
専門科目

※3 ※3 選択
以上

合計 30以上
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○Subject List

1･2

1〜2

Leadership and Subjects Relating to SDGs（Innovative
Chemistry）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－93－

○科目一覧 ※講義番号は時間割表、シラバスにより確認すること。

授業科目 単位数 配当年次 担当教員

⼩野　　努

石田　　衛（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

探究型教育実践実習 1･2 吉井　大志

特別研究科目 特別研究 1〜2 各教員

学位プログラム導入科目 創成化学概論 シラバス参照

ソーシャル・リスクマネジメント総論 山﨑　淳一郎（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

イノベーションと組織 床尾　あかね（非常勤講師）

プロジェクト・マネージメント
実習科目

研
究
科
共
通
科
目

科目区分

大
学
院
共
通
科
目

リーダーシップとSDGs科目 創成化学とSDGs

学会発表型実習

実践実習（長期） 1･2

知的財産論

海外学修（短期）

イノベーション概論

海外学修（長期） 1･2

1･2

インターンシップ（短期） 1･2

1･2

インターンシップ（長期） 1･2

実践実習（短期） 1･2

－92－−92−



○Subject List

1･2

1〜2

Leadership and Subjects Relating to SDGs（Innovative
Chemistry）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－93－

○科目一覧 ※講義番号は時間割表、シラバスにより確認すること。

授業科目 単位数 配当年次 担当教員

⼩野　　努

石田　　衛（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

探究型教育実践実習 1･2 吉井　大志

特別研究科目 特別研究 1〜2 各教員

学位プログラム導入科目 創成化学概論 シラバス参照

ソーシャル・リスクマネジメント総論 山﨑　淳一郎（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

イノベーションと組織 床尾　あかね（非常勤講師）

プロジェクト・マネージメント
実習科目

研
究
科
共
通
科
目

科目区分

大
学
院
共
通
科
目

リーダーシップとSDGs科目 創成化学とSDGs

学会発表型実習

実践実習（長期） 1･2

知的財産論

海外学修（短期）

イノベーション概論

海外学修（長期） 1･2

1･2

インターンシップ（短期） 1･2

1･2

インターンシップ（長期） 1･2

実践実習（短期） 1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－95－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

赤外分光化学 1･2 唐　　　健

統計熱力学 1･2 甲賀　研一郎

篠田　　渉

永井　哲郎

複雑系化学 1･2 松本　正和

反応有機化学特論 1･2 岡本　秀毅

有機化学特論 1･2 髙村　浩由

合成化学特論 1･2 門田　　功

有機金属触媒化学 1･2 西原　康師

有機材料化学特論 1･2 森　　裕樹

有機合成化学特論 1･2 田中　健太

表面物理化学特論 1･2 山方　　啓

無機化学反応論 1･2 大久保　貴広

物性錯体化学 1･2 鈴木　孝義

分析化学特論 1･2 金田　　隆

レーザー化学特論 1･2 武安　伸幸

ナノ化学特論 1･2 藤原　正澄

量子物性化学 1･2 後藤　秀徳

分子化学特別講義Ⅰ 1･2

分子化学特別講義Ⅱ 1･2

物質化学特別講義Ⅰ 1･2 小出　康夫（非常勤講師）

物質化学特別講義Ⅱ 1･2

反応化学特別講義Ⅰ 1･2

反応化学特別講義Ⅱ 1･2

先端化学特別講義Ⅰ 1･2 藤田　健一（非常勤講師）

先端化学特別講義Ⅱ 1･2

分子科学演習（反応有機化学） 1･2 岡本　秀毅

金田　　隆

武安　伸幸

分子科学演習（界面化学） 1･2 後藤　秀徳

分子科学演習（表面物理化学） 1･2 山方　　啓

分子科学演習（理論計算化学） 1･2
篠田　　渉
永井　哲郎
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髙村　浩由

田中　健太

分子科学演習（機能有機化学）

分子科学演習（有機化学） 1･2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

物質基礎科学
開講科目

甲賀　研一郎

理論計算化学特論 1･2

1･2

分子科学演習（理論物理化学） 1･2

分子科学演習（分析化学） 1･2

－94－−94−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－95－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

赤外分光化学 1･2 唐　　　健

統計熱力学 1･2 甲賀　研一郎

篠田　　渉

永井　哲郎

複雑系化学 1･2 松本　正和

反応有機化学特論 1･2 岡本　秀毅

有機化学特論 1･2 髙村　浩由

合成化学特論 1･2 門田　　功

有機金属触媒化学 1･2 西原　康師

有機材料化学特論 1･2 森　　裕樹

有機合成化学特論 1･2 田中　健太

表面物理化学特論 1･2 山方　　啓

無機化学反応論 1･2 大久保　貴広

物性錯体化学 1･2 鈴木　孝義

分析化学特論 1･2 金田　　隆

レーザー化学特論 1･2 武安　伸幸

ナノ化学特論 1･2 藤原　正澄

量子物性化学 1･2 後藤　秀徳

分子化学特別講義Ⅰ 1･2

分子化学特別講義Ⅱ 1･2

物質化学特別講義Ⅰ 1･2 小出　康夫（非常勤講師）

物質化学特別講義Ⅱ 1･2

反応化学特別講義Ⅰ 1･2

反応化学特別講義Ⅱ 1･2

先端化学特別講義Ⅰ 1･2 藤田　健一（非常勤講師）

先端化学特別講義Ⅱ 1･2

分子科学演習（反応有機化学） 1･2 岡本　秀毅

金田　　隆

武安　伸幸

分子科学演習（界面化学） 1･2 後藤　秀徳

分子科学演習（表面物理化学） 1･2 山方　　啓

分子科学演習（理論計算化学） 1･2
篠田　　渉
永井　哲郎

西原　康師

森　　裕樹

分子科学演習（無機化学） 1･2 大久保　貴広

分子科学演習（ナノ化学） 1･2 藤原　正澄

門田　　功

髙村　浩由

田中　健太

分子科学演習（機能有機化学）

分子科学演習（有機化学） 1･2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

物質基礎科学
開講科目

甲賀　研一郎

理論計算化学特論 1･2

1･2

分子科学演習（理論物理化学） 1･2

分子科学演習（分析化学） 1･2

－94－ −95−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1〜2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－97－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

分子科学演習（錯体化学） 1･2 鈴木　孝義

分子科学演習（分光化学） 1･2 唐　　　健

分子科学演習（理論化学） 1･2 松本　正和

科学英語Ⅰ 1･2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

科学英語Ⅱ 1･2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

坂倉　　彰

溝口　玄樹

依馬　　正

髙石　和人

新田　菜摘

菅　　誠治

光藤　耕一

佐藤　英祐

小野　　努

三浦　智也

押木　俊之

仁科　勇太

内田　哲也

沖原　　巧

山崎　慎一

田嶋　智之

鈴木　大介

渡邉　貴一

岸本　　昭

寺西　貴志

紅野　安彦

藤井　達生

狩野　　旬

亀島　欣一

西本　俊介

後藤　邦彰

中曽　浩一

小野　　努

ｱｽﾞﾊ ｳｯﾃﾞｨﾝ

中原　　望

今村　維克

今中　洋行

木村　幸敬

島内　寿徳

福田　伸子

小野　　努

木村　幸敬

島内　寿徳

仁科　勇太

光藤　耕一

飯田　裕也

渡邉　貴一

今中　洋行

先端分子デザイン概論１ 1･2 内田　哲也

先端分子デザイン概論２ 1･2 鈴木　大介

先端分子デザイン概論３ 1･2 菅　　誠治

先端分子デザイン概論４ 1･2 三浦　智也

先端材料プロセスイノベーション概論１ 1･2 紅野　安彦

先端材料プロセスイノベーション概論２ 1･2 亀島　欣一

先端材料プロセスイノベーション概論３ 1･2 小野　　努

先端材料プロセスイノベーション概論４ 1･2 今村　維克

日英実践技術表現法 1･2 依馬　　正

応用化学系演習 1〜2 各教員

応用化学
開講科目

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

低炭素・物質循環プロセス工学 1･2

ユビキタス材料機能化学 1･2

実践情報・計算科学概論 1･2

熱・エネルギープロセス工学 1･2

材料・反応プロセス工学 1･2

実用触媒活用論 1･2

物質基礎科学
開講科目

実用分子設計 1･2

グリーンプロセス学 1･2

エネルギー材料化学 1･2

有機材料設計 1･2
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（Earth, Environmental and Life Sciences）

Introduction to Innovation　※2

※1：See p. 126 for details.

※2：Required for Flex BMD course students. See the Graduate School Web page for details.

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：Courses must be taken under the guidance of your supervisor. See p. 100-125 for details of course titles.

※4：Up to 2 credits may be counted toward the completion requirement credits.

※4

※3 ※3

※1
1～2

44..　　EEaarrtthh,,  EEnnvviirroonnmmeennttaall  aanndd  LLiiffee  SScciieenncceess

○ Outline

○ Planning for Registration

○ Requirement for Graduation

他研究科の授業科目を履修し修得した単位は、他の学位プログラムの専門科目として修了要件単位とすることができる。

授業科目 単位数 修了要件区分

リーダーシップとSDGs科目 地球環境生命科学とSDGs 必修

インターンシップ（短期）

インターンシップ（長期）

学会発表型実習

海外学修（短期）

海外学修（長期）

実践実習（短期）

実践実習（長期）

探究型教育実践実習

特別研究科目 特別研究 必修

学位プログラム導入科目 地球環境生命科学概論 必修

ソーシャル・リスクマネジメント総論

イノベーション概論　※2

知的財産論

イノベーションと組織

地球環境生命科学学位プログラムの
専門科目

12以上

他の学位プログラムの専門科目

※1：詳細はp.126を参照。

※2：Flex BMDコース生必修科目。詳細は研究科Webページを参照。

　　 　　https://www.elst.okayama-u.ac.jp/education/special-courses/flex/

※3：指導教員の履修指導の下、履修すること。科目名等の具体は、p.100～125を参照。

※4：2単位を上限として修了要件単位とすることができる。

自然界で起こる諸現象やそれを包含する地球・惑星、環境、生態、生産、生物、生命を対象とする幅広い専門分野に関する知や真理を創造的に
探究し、その深化と体系化を実現できる力を有する研究者・大学教員を養成する。また、高度な専門性と自律的探究力をもって課題解決を図る
ことのできる高度専門家を養成する。

学位プログラム
専門科目

※3 ※3 選択

研究科共通科目

合計 30以上

選択 ※4

15以上

大学院共通科目
プロジェクト・マネージメント
実習科目　※1

選択必修 1～2

大学院共通科目において、必修科目12単位を修得するとともに、プロジェクト・マネージメント実習科目から1単位以上を修得する。
なお、プロジェクト・マネージメント実習科目は2単位を上限として、修了要件単位とする。

研究科共通科目において、学位プログラム導入科目1単位を必修とする。また、学位プログラム導入科目以外の科目は2単位を上限として修了要
件単位とする。

科目区分 修了要件単位数

４４．．地地球球環環境境生生命命科科学学

○ 概要

○ 履修計画

授業科目の履修にあたっては、地球環境生命科学学位プログラムの指導教員の指導を受け、学務情報システムにより登録してください。

○ 修了要件

学位プログラム専門科目において、地球環境生命科学学位プログラムの専門科目から12単位以上を修得する。

研究科共通科目の学位プログラム導入科目以外の科目と、学位プログラム専門科目とを合わせて15単位以上修得する。
学位審査委員会は、2年次後期に取得予定学位が研究テーマと研究内容から適切かを確認し、また、学位審査において研究成果と履修科目の内
容から学位に付記する専攻分野の名称を決定し、学位プログラム会議での最終審議を経て学位を授与する。

指導教員の指導により30単位以上を修得する。
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探究し、その深化と体系化を実現できる力を有する研究者・大学教員を養成する。また、高度な専門性と自律的探究力をもって課題解決を図る
ことのできる高度専門家を養成する。

学位プログラム
専門科目

※3 ※3 選択

研究科共通科目

合計 30以上

選択 ※4

15以上

大学院共通科目
プロジェクト・マネージメント
実習科目　※1

選択必修 1～2

大学院共通科目において、必修科目12単位を修得するとともに、プロジェクト・マネージメント実習科目から1単位以上を修得する。
なお、プロジェクト・マネージメント実習科目は2単位を上限として、修了要件単位とする。

研究科共通科目において、学位プログラム導入科目1単位を必修とする。また、学位プログラム導入科目以外の科目は2単位を上限として修了要
件単位とする。

科目区分 修了要件単位数

４４．．地地球球環環境境生生命命科科学学

○ 概要

○ 履修計画

授業科目の履修にあたっては、地球環境生命科学学位プログラムの指導教員の指導を受け、学務情報システムにより登録してください。

○ 修了要件

学位プログラム専門科目において、地球環境生命科学学位プログラムの専門科目から12単位以上を修得する。

研究科共通科目の学位プログラム導入科目以外の科目と、学位プログラム専門科目とを合わせて15単位以上修得する。
学位審査委員会は、2年次後期に取得予定学位が研究テーマと研究内容から適切かを確認し、また、学位審査において研究成果と履修科目の内
容から学位に付記する専攻分野の名称を決定し、学位プログラム会議での最終審議を経て学位を授与する。

指導教員の指導により30単位以上を修得する。

−99−



○Subject List

1･2

1〜2

1･2

1･2

1・2

1・2

Sciences・

（Earth, Environmental and Life Sciences）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－101－

○科目一覧 ※講義番号は時間割表、シラバスにより確認すること。

授業科目 単位数 配当年次 担当教員

畑⽣　俊光

石田　　衛（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

探究型教育実践実習 1･2 吉井　大志

特別研究科目 特別研究 1〜2 各教員

学位プログラム導入科目 地球環境生命科学概論 畑⽣　俊光

ソーシャル・リスクマネジメント総論 山﨑　淳一郎

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

イノベーションと組織 床尾　あかね（非常勤講師）

SDGsプロジェクト実習 （国内） 1･2 森　也寸志

SDGsプロジェクト実習 （国際） 1･2 森　也寸志

科学英語Ⅰ 1・2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

科学英語Ⅱ 1・2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

専
門
科
目

地球環境生命科学
学位プログラム共通開講科目

生物科学・地球科学
共通開講科目

研
究
科
共
通
科
目 知的財産論

プロジェクト・マネージメント
実習科目

海外学修（長期） 1･2

1･2

海外学修（短期） 1･2

インターンシップ（短期）

イノベーション概論

科目区分

大
学
院
共
通
科
目

リーダーシップとSDGs科目 地球環境生命科学とSDGs

学会発表型実習

実践実習（長期） 1･2

インターンシップ（長期） 1･2

実践実習（短期）

1･2

1･2

－100－−100−



○Subject List

1･2

1〜2

1･2

1･2

1・2

1・2

Sciences・

（Earth, Environmental and Life Sciences）

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－101－

○科目一覧 ※講義番号は時間割表、シラバスにより確認すること。

授業科目 単位数 配当年次 担当教員

畑⽣　俊光

石田　　衛（非常勤講師）

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

探究型教育実践実習 1･2 吉井　大志

特別研究科目 特別研究 1〜2 各教員

学位プログラム導入科目 地球環境生命科学概論 畑⽣　俊光

ソーシャル・リスクマネジメント総論 山﨑　淳一郎

吉井　大志

木村　幸敬

吉井　大志

木村　幸敬

イノベーションと組織 床尾　あかね（非常勤講師）

SDGsプロジェクト実習 （国内） 1･2 森　也寸志

SDGsプロジェクト実習 （国際） 1･2 森　也寸志

科学英語Ⅰ 1・2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

科学英語Ⅱ 1・2 ﾗﾐﾃｨ ﾛﾊﾞｰﾄ ﾄｰﾏｽ（非常勤講師）

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

専
門
科
目

地球環境生命科学
学位プログラム共通開講科目

生物科学・地球科学
共通開講科目

研
究
科
共
通
科
目 知的財産論

プロジェクト・マネージメント
実習科目

海外学修（長期） 1･2

1･2

海外学修（短期） 1･2

インターンシップ（短期）

イノベーション概論

科目区分

大
学
院
共
通
科
目

リーダーシップとSDGs科目 地球環境生命科学とSDGs

学会発表型実習

実践実習（長期） 1･2

インターンシップ（長期） 1･2

実践実習（短期）

1･2

1･2

－100－ −101−



1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

－103－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

核酸動態科学 1・2 阿保　達彦

蛋白質合成科学特論 1・2 茶谷　悠平

生態遺伝学 1・2 三村　真紀子

生体高分子構造学 1・2 沈　　建仁

タンパク質結晶学 1・2
菅　　倫寛
齊藤　恭紀

タンパク質科学 1・2 秋田　総理

植物発生機構学 1・2 高橋　　卓

植物細胞発生学 1・2 本瀬　宏康

動物進化生物学 1・2 濱田　麻友子

神経遺伝学 1・2 吉井　大志

海洋生物学特論 1・2 坂本　竜哉

生体制御学 1・2 相澤　清香

神経行動学 1・2 坂本　浩隆

海洋動物系統学特論 1・2 秋山　　貞

比較内分泌学 1・2 御輿　真穂

器官構築学 1・2 佐藤　　伸

行動遺伝学 1・2 中越　英樹

進化遺伝学 1・2 安齋　　賢

神経システム科学 1・2 越智　拓海

坂本　竜哉

濱田　麻友子

安齋　　賢

安齋　　賢

濱田　麻友子

坂本　竜哉

安齋　　賢

坂本　竜哉

濱田　麻友子

遺伝子発現制御学演習１ 阿保　達彦

遺伝子発現制御学演習２ 阿保　達彦

リボソーム機能科学演習１ 茶谷　悠平

リボソーム機能科学演習２ 茶谷　悠平

行動代謝遺伝学演習１ 中越　英樹

行動代謝遺伝学演習２ 中越　英樹

進化生態学演習１ 三村　真紀子

進化生態学演習２ 三村　真紀子

沈　　建仁

菅　　倫寛

秋田　総理

沈　　建仁

菅　　倫寛

秋田　総理

越智　拓海

御輿　真穂

越智　拓海

御輿　真穂

昆虫時計学演習１ 吉井　大志

昆虫時計学演習２ 吉井　大志

臨海先端実習 1・2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

生物科学
開講科目 臨海実習 1・2

神経システム科学演習１

水産ゲノム実習 1・2

Ｘ線及びクライオ電子顕微鏡構造生物学演習２

Ｘ線及びクライオ電子顕微鏡構造生物学演習１

神経システム科学演習２

－102－−102−



1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

－103－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

核酸動態科学 1・2 阿保　達彦

蛋白質合成科学特論 1・2 茶谷　悠平

生態遺伝学 1・2 三村　真紀子

生体高分子構造学 1・2 沈　　建仁

タンパク質結晶学 1・2
菅　　倫寛
齊藤　恭紀

タンパク質科学 1・2 秋田　総理

植物発生機構学 1・2 高橋　　卓

植物細胞発生学 1・2 本瀬　宏康

動物進化生物学 1・2 濱田　麻友子

神経遺伝学 1・2 吉井　大志

海洋生物学特論 1・2 坂本　竜哉

生体制御学 1・2 相澤　清香

神経行動学 1・2 坂本　浩隆

海洋動物系統学特論 1・2 秋山　　貞

比較内分泌学 1・2 御輿　真穂

器官構築学 1・2 佐藤　　伸

行動遺伝学 1・2 中越　英樹

進化遺伝学 1・2 安齋　　賢

神経システム科学 1・2 越智　拓海

坂本　竜哉

濱田　麻友子

安齋　　賢

安齋　　賢

濱田　麻友子

坂本　竜哉

安齋　　賢

坂本　竜哉

濱田　麻友子

遺伝子発現制御学演習１ 阿保　達彦

遺伝子発現制御学演習２ 阿保　達彦

リボソーム機能科学演習１ 茶谷　悠平

リボソーム機能科学演習２ 茶谷　悠平

行動代謝遺伝学演習１ 中越　英樹

行動代謝遺伝学演習２ 中越　英樹

進化生態学演習１ 三村　真紀子

進化生態学演習２ 三村　真紀子

沈　　建仁

菅　　倫寛

秋田　総理

沈　　建仁

菅　　倫寛

秋田　総理

越智　拓海

御輿　真穂

越智　拓海

御輿　真穂

昆虫時計学演習１ 吉井　大志

昆虫時計学演習２ 吉井　大志

臨海先端実習 1・2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

生物科学
開講科目 臨海実習 1・2

神経システム科学演習１

水産ゲノム実習 1・2

Ｘ線及びクライオ電子顕微鏡構造生物学演習２

Ｘ線及びクライオ電子顕微鏡構造生物学演習１

神経システム科学演習２

－102－ −103−



1･2

－105－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

坂本　竜哉

坂本　浩隆

安齋　　賢

濱田　麻友子

秋山　　貞

坂本　竜哉

坂本　浩隆

安齋　　賢

濱田　麻友子

秋山　　貞

竹内　　栄

相澤　清香

竹内　　栄

相澤　清香

高橋　　卓

本瀬　宏康

高橋　　卓

本瀬　宏康

動物再生機構学演習１ 佐藤　　伸

動物再生機構学演習２ 佐藤　　伸

生物科学概論 1･2 御輿　真穂

生物科学演習 坂本　浩隆

統合ＢＯ生物学演習１

植物発生機構学演習１

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

生物科学
開講科目

植物発生機構学演習２

統合ＢＯ生物学演習２

分子内分泌学演習２

分子内分泌学演習１

－104－−104−



1･2

－105－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

坂本　竜哉

坂本　浩隆

安齋　　賢

濱田　麻友子

秋山　　貞

坂本　竜哉

坂本　浩隆

安齋　　賢

濱田　麻友子

秋山　　貞

竹内　　栄

相澤　清香

竹内　　栄

相澤　清香

高橋　　卓

本瀬　宏康

高橋　　卓

本瀬　宏康

動物再生機構学演習１ 佐藤　　伸

動物再生機構学演習２ 佐藤　　伸

生物科学概論 1･2 御輿　真穂

生物科学演習 坂本　浩隆

統合ＢＯ生物学演習１

植物発生機構学演習１

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

生物科学
開講科目

植物発生機構学演習２

統合ＢＯ生物学演習２

分子内分泌学演習２

分子内分泌学演習１

－104－ −105−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－107－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

惑星内部物質学 1･2 寺﨑　英紀

地殻物質反応論 1･2 中村　大輔

マントル岩石学 1･2 野坂　俊夫

情報地質学特論 1･2 山川　純次

応用地震学 1･2 竹中　博士

地震災害論 1･2 隈元　　崇

海洋環境学特論 1･2 井上　麻夕里

宇宙地球化学 1･2 山下　勝行

海洋化学特論 1･2 漢那　直也

気候変動論 1･2 野沢　　徹

気候システム論 1･2 梶川　義幸

惑星形成進化論 1･2 堀　　安範

地球科学特別講義Ia 1･2

地球科学特別講義Ib 1･2

地球科学特別講義IIa 1･2 岩崎　亘典（非常勤講師）

地球科学特別講義IIb 1･2 黒田　潤一郎（非常勤講師）

中村　大輔

野坂　俊夫

中村　大輔

野坂　俊夫

地震学演習１ 竹中　博士

地震学演習２ 竹中　博士

隈元　　崇

山川　純次

隈元　　崇

山川　純次

地球惑星内部物理学演習１ 寺﨑　英紀

地球惑星内部物理学演習２ 寺﨑　英紀

井上　麻夕里

山下　勝行

漢那　直也

井上　麻夕里

山下　勝行

漢那　直也

惑星科学演習１ 堀　　安範

惑星科学演習２ 堀　　安範

野沢　　徹
梶川　義幸

地球情報学演習１

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

地球科学
開講科目

岩石学演習１

大気科学演習１

岩石学演習２

地球情報学演習２

地球化学演習２

野沢　　徹
梶川　義幸

地球化学演習１

大気科学演習２

－106－−106−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－107－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

惑星内部物質学 1･2 寺﨑　英紀

地殻物質反応論 1･2 中村　大輔

マントル岩石学 1･2 野坂　俊夫

情報地質学特論 1･2 山川　純次

応用地震学 1･2 竹中　博士

地震災害論 1･2 隈元　　崇

海洋環境学特論 1･2 井上　麻夕里

宇宙地球化学 1･2 山下　勝行

海洋化学特論 1･2 漢那　直也

気候変動論 1･2 野沢　　徹

気候システム論 1･2 梶川　義幸

惑星形成進化論 1･2 堀　　安範

地球科学特別講義Ia 1･2

地球科学特別講義Ib 1･2

地球科学特別講義IIa 1･2 岩崎　亘典（非常勤講師）

地球科学特別講義IIb 1･2 黒田　潤一郎（非常勤講師）

中村　大輔

野坂　俊夫

中村　大輔

野坂　俊夫

地震学演習１ 竹中　博士

地震学演習２ 竹中　博士

隈元　　崇

山川　純次

隈元　　崇

山川　純次

地球惑星内部物理学演習１ 寺﨑　英紀

地球惑星内部物理学演習２ 寺﨑　英紀

井上　麻夕里

山下　勝行

漢那　直也

井上　麻夕里

山下　勝行

漢那　直也

惑星科学演習１ 堀　　安範

惑星科学演習２ 堀　　安範

野沢　　徹
梶川　義幸

地球情報学演習１

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

地球科学
開講科目

岩石学演習１

大気科学演習１

岩石学演習２

地球情報学演習２

地球化学演習２

野沢　　徹
梶川　義幸

地球化学演習１

大気科学演習２
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1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

Introduction to Material Recycling in the Earth’s and Planetary
1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

地球惑星物質科学概論 各教員

基礎分析地球惑星化学 1・2 牧嶋　昭夫

超高圧基礎実験科学 1・2 芳野　　極

地球惑星起源物質化学 1・2 国広　卓也

レオロジー 1・2 山崎　大輔

同位体地球宇宙化学 1・2 田中　亮吏

鉱物物理学概論 1・2 石井　貴之

地球惑星物質構造化学 1・2 薛　　献宇

基礎地球惑星物質年代学 1・2 小林　　桂

地球惑星表層変動学 1・2 亀田　　純

リモートセンシングと惑星体の表面地質学的プロセス 1・2 ﾙｼﾞ ﾄﾘｼｯﾄ

アストロバイオロジー 1・2 ﾎﾟﾃｨｼｪﾙ ｸﾘｽﾁｬﾝ

惑星探査：隕石から太陽系まで 1・2 ｲｻﾞﾜ ﾏｼｭｰ

地球惑星内部物質循環概論 1・2 森口　拓弥

熱物質の状態論 1・2 山下　　茂

地球惑星地質学概論 1・2 北川　　宙

月惑星探査データの解析技術 1・2 大竹　真紀子

比較惑星学 1・2 小野寺　圭祐

国広　卓也

小林　　桂

北川　　宙

田中　亮吏

ﾎﾟﾃｨｼｪﾙ ｸﾘｽﾁｬﾝ

芳野　　極

山崎　大輔

石井　貴之

増野　いづみ

近藤　　望

薛　　献宇

山下　　茂

亀田　　純

ﾙｼﾞ ﾄﾘｼｯﾄ

小野寺　圭祐

大竹　真紀子

ｲｻﾞﾜ ﾏｼｭｰ

1・2

アストロバイオロジー演習 1・2

地球惑星分光学演習 1・2

惑星表層環境学演習 1・2

地球惑星化学演習

1・2

地球惑星物理学演習 1・2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

惑星物質科学
開講科目

惑星表層岩石・鉱物学演習
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1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

Introduction to Material Recycling in the Earth’s and Planetary
1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2

1・2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

地球惑星物質科学概論 各教員

基礎分析地球惑星化学 1・2 牧嶋　昭夫

超高圧基礎実験科学 1・2 芳野　　極

地球惑星起源物質化学 1・2 国広　卓也

レオロジー 1・2 山崎　大輔

同位体地球宇宙化学 1・2 田中　亮吏

鉱物物理学概論 1・2 石井　貴之

地球惑星物質構造化学 1・2 薛　　献宇

基礎地球惑星物質年代学 1・2 小林　　桂

地球惑星表層変動学 1・2 亀田　　純

リモートセンシングと惑星体の表面地質学的プロセス 1・2 ﾙｼﾞ ﾄﾘｼｯﾄ

アストロバイオロジー 1・2 ﾎﾟﾃｨｼｪﾙ ｸﾘｽﾁｬﾝ

惑星探査：隕石から太陽系まで 1・2 ｲｻﾞﾜ ﾏｼｭｰ

地球惑星内部物質循環概論 1・2 森口　拓弥

熱物質の状態論 1・2 山下　　茂

地球惑星地質学概論 1・2 北川　　宙

月惑星探査データの解析技術 1・2 大竹　真紀子

比較惑星学 1・2 小野寺　圭祐

国広　卓也

小林　　桂

北川　　宙

田中　亮吏

ﾎﾟﾃｨｼｪﾙ ｸﾘｽﾁｬﾝ

芳野　　極

山崎　大輔

石井　貴之

増野　いづみ

近藤　　望

薛　　献宇

山下　　茂

亀田　　純

ﾙｼﾞ ﾄﾘｼｯﾄ

小野寺　圭祐

大竹　真紀子

ｲｻﾞﾜ ﾏｼｭｰ

1・2

アストロバイオロジー演習 1・2

地球惑星分光学演習 1・2

惑星表層環境学演習 1・2

地球惑星化学演習

1・2

地球惑星物理学演習 1・2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

惑星物質科学
開講科目

惑星表層岩石・鉱物学演習
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

宗村　広昭

諸泉　利嗣（非常勤講師）

中田　和義

勝原　光希

循環型社会システム学 松井　康弘

松井　康弘

哈布尓（ハボル）

計画理論 九鬼　康彰

地理空間情報学 守田　秀則

森　也寸志

前田　守弘

西村　伸一

柴田　俊文

辻本　久美子

福元　　豊

哈布尓（ハボル）

工藤　亮治

近森　秀高

応用生態学演習A 1･2 中田　和義

応用生態学演習B 1･2 勝原　光希

生産基盤管理学演習 1･2 森　也寸志

フィールド情報利用学演習A 1･2 九鬼　康彰

フィールド情報利用学演習B 1･2 守田　秀則

水資源管理学演習 1･2 宗村　広昭

環境水文学演習 1･2 工藤　亮治

環境施設工学演習A 1･2 西村　伸一

環境施設工学演習B 1･2 柴田　俊文

環境物質循環学演習A 1･2 前田　守弘

環境物質循環学演習B 1･2 橋口　亜由未

循環型社会システム学演習 1･2 松井　康弘

環境データ科学演習A 1･2 辻本　久美子

環境データ科学演習B 1･2 福元　　豊

環境データ科学演習C 1･2 哈布尓（ハボル）

嶋　　一徹

森　也寸志

前田　守弘

橋口　亜由未

前田　守弘

森　也寸志

宗村　広昭

橋口　亜由未

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

地域環境学
開講科目

1･2

分析法実習

水資源管理学

環境施設工学

環境シミュレーション

流域水文学

農林環境土壌学

応用生態学

環境土壌学
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

宗村　広昭

諸泉　利嗣（非常勤講師）

中田　和義

勝原　光希

循環型社会システム学 松井　康弘

松井　康弘

哈布尓（ハボル）

計画理論 九鬼　康彰

地理空間情報学 守田　秀則

森　也寸志

前田　守弘

西村　伸一

柴田　俊文

辻本　久美子

福元　　豊

哈布尓（ハボル）

工藤　亮治

近森　秀高

応用生態学演習A 1･2 中田　和義

応用生態学演習B 1･2 勝原　光希

生産基盤管理学演習 1･2 森　也寸志

フィールド情報利用学演習A 1･2 九鬼　康彰

フィールド情報利用学演習B 1･2 守田　秀則

水資源管理学演習 1･2 宗村　広昭

環境水文学演習 1･2 工藤　亮治

環境施設工学演習A 1･2 西村　伸一

環境施設工学演習B 1･2 柴田　俊文

環境物質循環学演習A 1･2 前田　守弘

環境物質循環学演習B 1･2 橋口　亜由未

循環型社会システム学演習 1･2 松井　康弘

環境データ科学演習A 1･2 辻本　久美子

環境データ科学演習B 1･2 福元　　豊

環境データ科学演習C 1･2 哈布尓（ハボル）

嶋　　一徹

森　也寸志

前田　守弘

橋口　亜由未

前田　守弘

森　也寸志

宗村　広昭

橋口　亜由未

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

地域環境学
開講科目

1･2

分析法実習

水資源管理学

環境施設工学

環境シミュレーション

流域水文学

農林環境土壌学

応用生態学

環境土壌学
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－113－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

前田　守弘

森　也寸志

九鬼　康彰

宗村　広昭

橋口　亜由未

ワークショップの理論と実際 九鬼　康彰

小松　　満

西村　伸一

柴田　俊文

工藤　亮治

赤穗　良輔

吉田　圭介

氏原　岳人

辻本　久美子

福元　　豊

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

地域環境学
開講科目

国際共修フィールド学

土砂災害防御学

防災情報学

水害防御学
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

前田　守弘

森　也寸志

九鬼　康彰

宗村　広昭

橋口　亜由未

ワークショップの理論と実際 九鬼　康彰

小松　　満

西村　伸一

柴田　俊文

工藤　亮治

赤穗　良輔

吉田　圭介

氏原　岳人

辻本　久美子

福元　　豊

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

地域環境学
開講科目

国際共修フィールド学

土砂災害防御学

防災情報学

水害防御学

－112－ −113−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

樹木機能生理学 1･2 三木　直子

土壌環境学 1･2 嶋　　一徹

森林生態学 1･2 廣部　　宗

同位体生態学 1･2 兵藤　不二夫

植物環境応答学 1･2 宮﨑　祐子

水系生物多様性保全学 1･2 福田　　宏

応用昆虫学 1･2 宮竹　貴久

動物繁殖生態学 1･2 岡田　賢祐

農環境計測学 1･2 門田　充司

農環境制御学 1･2 難波　和彦

地域資源計画学 1･2 駄田井　久

食料情報処理解析学 1･2 大仲　克俊

持続的農村システム学 1･2 金　　枓哲

地域ガバナンス論 1･2 本田　恭子

国際開発と環境問題 1･2 生方　史数

三木　直子

宮﨑　祐子

土壌環境管理学演習 1･2 嶋　　一徹

廣部　　宗

兵藤　不二夫

水系保全学演習 1･2 福田　　宏

昆虫生態学演習 1･2 宮竹　貴久

行動生態学演習 1･2 岡田　賢祐

門田　充司

難波　和彦

資源管理学演習 1･2 駄田井　久

生方　史数

大仲　克俊

金　　枓哲

本田　恭子

三木　直子

嶋　　一徹

廣部　　宗

兵藤　不二夫

宮﨑　祐子

福田　　宏

宮竹　貴久

岡田　賢祐

門田　充司

難波　和彦

駄田井　久

大仲　克俊

金　　枓哲

本田　恭子

生方　史数

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

環境生態学
開講科目

植物生態学演習 1･2

1･2

森林生態学演習 1･2

食料環境政策学演習 1･2

国際農村開発学演習 1･2

生物生産システム工学演習 1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2
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授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

樹木機能生理学 1･2 三木　直子

土壌環境学 1･2 嶋　　一徹

森林生態学 1･2 廣部　　宗

同位体生態学 1･2 兵藤　不二夫

植物環境応答学 1･2 宮﨑　祐子

水系生物多様性保全学 1･2 福田　　宏

応用昆虫学 1･2 宮竹　貴久

動物繁殖生態学 1･2 岡田　賢祐

農環境計測学 1･2 門田　充司

農環境制御学 1･2 難波　和彦

地域資源計画学 1･2 駄田井　久

食料情報処理解析学 1･2 大仲　克俊

持続的農村システム学 1･2 金　　枓哲

地域ガバナンス論 1･2 本田　恭子

国際開発と環境問題 1･2 生方　史数

三木　直子

宮﨑　祐子

土壌環境管理学演習 1･2 嶋　　一徹

廣部　　宗

兵藤　不二夫

水系保全学演習 1･2 福田　　宏

昆虫生態学演習 1･2 宮竹　貴久

行動生態学演習 1･2 岡田　賢祐

門田　充司

難波　和彦

資源管理学演習 1･2 駄田井　久

生方　史数

大仲　克俊

金　　枓哲

本田　恭子

三木　直子

嶋　　一徹

廣部　　宗

兵藤　不二夫

宮﨑　祐子

福田　　宏

宮竹　貴久

岡田　賢祐

門田　充司

難波　和彦

駄田井　久

大仲　克俊

金　　枓哲

本田　恭子

生方　史数

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

環境生態学
開講科目

植物生態学演習 1･2

1･2

森林生態学演習 1･2

食料環境政策学演習 1･2

国際農村開発学演習 1･2

生物生産システム工学演習 1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－117－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

生物機能化学特論 1･2 清田　洋正

仁戸田　照彦

泉　　　実

前田　　恵

守屋　央朗

村田　芳行

中村　宜督

宗正　晋太郎

中村　俊之

金尾　忠芳

根本　理子

バイオ特許入門 1･2 田村　　隆

清田　洋正

泉　　　実

糖鎖機能化学演習 1･2 前田　　恵

守屋　央朗

根本　理子

中村　宜督

中村　俊之

村田　芳行

宗正　晋太郎

田村　　隆

金尾　忠芳
微生物機能学演習 1･2

天然物有機化学演習 1･2

生物情報化学演習 1･2

生体物質化学 1･2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

農芸化学
開講科目

天然物有機化学 1･2

有用酵素遺伝子開発学 1･2

微生物機能開発学 1･2

生理活性化学演習 1･2

食品生物化学演習

食品機能化学 1･2

微生物遺伝子化学演習 1･2

1･2

仁戸田　照彦

清田　洋正
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－117－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

生物機能化学特論 1･2 清田　洋正

仁戸田　照彦

泉　　　実

前田　　恵

守屋　央朗

村田　芳行

中村　宜督

宗正　晋太郎

中村　俊之

金尾　忠芳

根本　理子

バイオ特許入門 1･2 田村　　隆

清田　洋正

泉　　　実

糖鎖機能化学演習 1･2 前田　　恵

守屋　央朗

根本　理子

中村　宜督

中村　俊之

村田　芳行

宗正　晋太郎

田村　　隆

金尾　忠芳
微生物機能学演習 1･2

天然物有機化学演習 1･2

生物情報化学演習 1･2

生体物質化学 1･2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

農芸化学
開講科目

天然物有機化学 1･2

有用酵素遺伝子開発学 1･2

微生物機能開発学 1･2

生理活性化学演習 1･2

食品生物化学演習

食品機能化学 1･2

微生物遺伝子化学演習 1･2

1･2

仁戸田　照彦

清田　洋正
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－119－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

坂本　　亘

小澤　真一郎

桶川　友季

平山　隆志

森　　　泉

池田　陽子

馬　　建鋒

木羽　隆敏

山地　直樹

三谷　奈見季

且原　真木

佐々木　孝行

近藤　秀樹

兵頭　　究

谷　　明生

植木　尚子

ｶﾞﾘｽ ｲﾊﾞﾝ

新屋　友規

武田　　真

久野　　裕

最相　大輔

山本　敏央

長岐　清孝

古田　智敬

生物資源科学特論 1･2 平山　隆志

坂本　　亘

小澤　真一郎

桶川　友季

平山　隆志

森　　　泉

池田　陽子

馬　　建鋒

山地　直樹

三谷　奈見季

且原　真木

佐々木　孝行

近藤　秀樹

兵頭　　究

ｶﾞﾘｽ ｲﾊﾞﾝ

新屋　友規

植物－病原菌相互作用学演習 1･2 河野　洋治

谷　　明生

植木　尚子

久野　　裕

最相　大輔

植物ゲノム解析学演習 1･2 武田　　真

山本　敏央

長岐　清孝

古田　智敬

植物多様性進化学演習 1･2 河野　洋治

植物多様性解析学演習 1･2

植物－昆虫相互作用学演習 1･2

統合ゲノム育種学演習 1･2

植物遺伝生理解析学演習 1･2

ウイルス分子生物学演習 1･2

植物ストレス制御学演習 1･2

植物分子生理学演習 1･2

統合ゲノム育種学 1･2

環境応答システム学 1･2

植物細胞分子生化学 1･2 河野　洋治

植物ストレス学 1･2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

植物ストレス科学
開講科目

植物モデル遺伝育種学 1･2

植物－ウイルス／細菌相互作用 1･2

植物遺伝学および生物ストレス学

植物環境微生物学演習 1･2

環境応答生理学 1･2

情報伝達機構解析学演習 1･2

1･2

植物多様性遺伝学 1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－119－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

坂本　　亘

小澤　真一郎

桶川　友季

平山　隆志

森　　　泉

池田　陽子

馬　　建鋒

木羽　隆敏

山地　直樹

三谷　奈見季

且原　真木

佐々木　孝行

近藤　秀樹

兵頭　　究

谷　　明生

植木　尚子

ｶﾞﾘｽ ｲﾊﾞﾝ

新屋　友規

武田　　真

久野　　裕

最相　大輔

山本　敏央

長岐　清孝

古田　智敬

生物資源科学特論 1･2 平山　隆志

坂本　　亘

小澤　真一郎

桶川　友季

平山　隆志

森　　　泉

池田　陽子

馬　　建鋒

山地　直樹

三谷　奈見季

且原　真木

佐々木　孝行

近藤　秀樹

兵頭　　究

ｶﾞﾘｽ ｲﾊﾞﾝ

新屋　友規

植物－病原菌相互作用学演習 1･2 河野　洋治

谷　　明生

植木　尚子

久野　　裕

最相　大輔

植物ゲノム解析学演習 1･2 武田　　真

山本　敏央

長岐　清孝

古田　智敬

植物多様性進化学演習 1･2 河野　洋治

植物多様性解析学演習 1･2

植物－昆虫相互作用学演習 1･2

統合ゲノム育種学演習 1･2

植物遺伝生理解析学演習 1･2

ウイルス分子生物学演習 1･2

植物ストレス制御学演習 1･2

植物分子生理学演習 1･2

統合ゲノム育種学 1･2

環境応答システム学 1･2

植物細胞分子生化学 1･2 河野　洋治

植物ストレス学 1･2

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

植物ストレス科学
開講科目

植物モデル遺伝育種学 1･2

植物－ウイルス／細菌相互作用 1･2

植物遺伝学および生物ストレス学

植物環境微生物学演習 1･2

環境応答生理学 1･2

情報伝達機構解析学演習 1･2

1･2

植物多様性遺伝学 1･2
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1･2

1･2

－121－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

長岐　清孝

森　　　泉

池田　陽子

杉本　　学

山地　直樹

三谷　奈見季

佐々木　孝行

近藤　秀樹

新屋　友規

谷　　明生

久野　　裕

最相　大輔

桶川　友季

力石　和英

宇都木　繁子

兵頭　　究

山下　　純

古田　智敬

深田　史美

小西　範幸

山森　晃一

坂本　　亘

平山　隆志

杉本　　学

馬　　建鋒

且原　真木

近藤　秀樹

ｶﾞﾘｽ ｲﾊﾞﾝ

河野　洋治

谷　　明生

植木　尚子

武田　　真

山本　敏央

久野　　裕

小澤　真一郎

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

植物ストレス科学
開講科目

資源植物学ラボマニュアル 1･2

1･2
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1･2

1･2

－121－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

長岐　清孝

森　　　泉

池田　陽子

杉本　　学

山地　直樹

三谷　奈見季

佐々木　孝行

近藤　秀樹

新屋　友規

谷　　明生

久野　　裕

最相　大輔

桶川　友季

力石　和英

宇都木　繁子

兵頭　　究

山下　　純

古田　智敬

深田　史美

小西　範幸

山森　晃一

坂本　　亘

平山　隆志

杉本　　学

馬　　建鋒

且原　真木

近藤　秀樹

ｶﾞﾘｽ ｲﾊﾞﾝ

河野　洋治

谷　　明生

植木　尚子

武田　　真

山本　敏央

久野　　裕

小澤　真一郎

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

植物ストレス科学
開講科目

資源植物学ラボマニュアル 1･2

1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－123－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

豊田　和弘

能年　義輝

松井　英譲

西田　英隆

門田　有希

牛島　幸一郎

角井　宏行

平井　儀彦

中嶋　佳貴

田中　　佑

福田　文夫

平野　　健

河井　　崇

後藤　丹十郎

安場　健一郎

遠藤　みのり

豊田　和弘

能年　義輝

松井　英譲

西田　英隆

門田　有希

牛島　幸一郎

角井　宏行

平井　儀彦

平野　　健

福田　文夫

後藤　丹十郎

安場　健一郎

遠藤　みのり

植物機能開発学特論 1･2 豊田　和弘

1･2 ﾛﾋﾞﾝｿﾝ ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄ ｲｱﾝ

遺伝子細胞工学演習 1･2 松井　英譲

ゲノム遺伝解析学演習 1･2 門田　有希

豊田　和弘

能年　義輝

植物遺伝育種学演習 1･2 西田　英隆

農産物利用学演習 1･2 角井　宏行

農産物生理学演習 1･2 牛島　幸一郎

中嶋　佳貴

田中　　佑

平野　　健

福田　文夫

河井　　崇

野菜園芸学演習 1･2 安場　健一郎

後藤　丹十郎

遠藤　みのり

作物学演習 1･2 平井　儀彦

1･2

1･2

野菜花卉生産システム学

1･2

果樹栽培発育生理学

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

応用植物科学
開講科目

植物・微生物相互作用学 1･2

植物遺伝育種学特論 1･2

農産物利用・情報処理学 1･2

作物生産学

1･2

作物生産技術学演習 1･2

果樹園芸学演習 1･2

植物病理学演習 1･2

作物開花制御学演習 1･2
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－123－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

豊田　和弘

能年　義輝

松井　英譲

西田　英隆

門田　有希

牛島　幸一郎

角井　宏行

平井　儀彦

中嶋　佳貴

田中　　佑

福田　文夫

平野　　健

河井　　崇

後藤　丹十郎

安場　健一郎

遠藤　みのり

豊田　和弘

能年　義輝

松井　英譲

西田　英隆

門田　有希

牛島　幸一郎

角井　宏行

平井　儀彦

平野　　健

福田　文夫

後藤　丹十郎

安場　健一郎

遠藤　みのり

植物機能開発学特論 1･2 豊田　和弘

1･2 ﾛﾋﾞﾝｿﾝ ﾃﾞｰﾋﾞｯﾄ ｲｱﾝ

遺伝子細胞工学演習 1･2 松井　英譲

ゲノム遺伝解析学演習 1･2 門田　有希

豊田　和弘

能年　義輝

植物遺伝育種学演習 1･2 西田　英隆

農産物利用学演習 1･2 角井　宏行

農産物生理学演習 1･2 牛島　幸一郎

中嶋　佳貴

田中　　佑

平野　　健

福田　文夫

河井　　崇

野菜園芸学演習 1･2 安場　健一郎

後藤　丹十郎

遠藤　みのり

作物学演習 1･2 平井　儀彦

1･2

1･2

野菜花卉生産システム学

1･2

果樹栽培発育生理学

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

応用植物科学
開講科目

植物・微生物相互作用学 1･2

植物遺伝育種学特論 1･2

農産物利用・情報処理学 1･2

作物生産学

1･2

作物生産技術学演習 1･2

果樹園芸学演習 1･2

植物病理学演習 1･2

作物開花制御学演習 1･2

－122－ −123−



1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－125－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

動物機能開発学特論 1･2 畑生　俊光

動物生理機能学特論 1･2 畑生　俊光

動物生理学演習 1･2 畑生　俊光

西野　直樹

畑生　俊光

西野　直樹

鶴田　剛司

西野　直樹

鶴田　剛司

1･2 西野　直樹

揖斐　隆之

辻　　岳人

動物遺伝育種学演習 1･2 揖斐　隆之

動物遺伝学演習 1･2 辻　　岳人

動物生殖生理学 1･2 木村　康二

動物生殖生理学演習 1･2 木村　康二

舟橋　弘晃

若井　拓哉

舟橋　弘晃

若井　拓哉

舟橋　弘晃

井上　岳人

舟橋　弘晃

井上　岳人

舟橋　弘晃

井上　岳人

舟橋　弘晃

井上　岳人
生殖補助医療学演習 1･2

1･2

生殖補助医療学実習 1･2

生殖補助医療学特論 1･2

生殖補助医療学概論

荒川　健佑

1･2

動物生殖細胞工学演習 1･2

動物応用微生物学特論 1･2 荒川　健佑

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

応用動物科学
開講科目

応用動物科学 1･2

動物栄養学特論 1･2

動物栄養学演習 1･2

動物応用微生物学演習 1･2

動物発生工学 1･2

動物遺伝・育種学特論
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1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

1･2

－125－

授業科目 単位数 配当年次 担当教員科目区分

動物機能開発学特論 1･2 畑生　俊光

動物生理機能学特論 1･2 畑生　俊光

動物生理学演習 1･2 畑生　俊光

西野　直樹

畑生　俊光

西野　直樹

鶴田　剛司

西野　直樹

鶴田　剛司

1･2 西野　直樹

揖斐　隆之

辻　　岳人

動物遺伝育種学演習 1･2 揖斐　隆之

動物遺伝学演習 1･2 辻　　岳人

動物生殖生理学 1･2 木村　康二

動物生殖生理学演習 1･2 木村　康二

舟橋　弘晃

若井　拓哉

舟橋　弘晃

若井　拓哉

舟橋　弘晃

井上　岳人

舟橋　弘晃

井上　岳人

舟橋　弘晃

井上　岳人

舟橋　弘晃

井上　岳人
生殖補助医療学演習 1･2

1･2

生殖補助医療学実習 1･2

生殖補助医療学特論 1･2

生殖補助医療学概論

荒川　健佑

1･2

動物生殖細胞工学演習 1･2

動物応用微生物学特論 1･2 荒川　健佑

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

応用動物科学
開講科目

応用動物科学 1･2

動物栄養学特論 1･2

動物栄養学演習 1･2

動物応用微生物学演習 1･2

動物発生工学 1･2

動物遺伝・育種学特論
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５５．．特特別別ココーースス・・ササブブププロロググララムム等等ににつついいてて

【【特特別別ココーースス】】

学位プログラムで学ぶ専門的かつ学際的学修分野の中で、特に先鋭的な内容を集中的に学修する履修モデ

ルとして、以下の特別コースを設置しています。

セキュリティ（ 育成）

ブループラネッツ

アグリバイオ

生殖補助医療学

【【ササブブププロロググララムム】】

学位プログラムで学ぶ専門的かつ学際的学修分野の他に、分野を越えて、現代が直面する様々な社会課題

にフォーカスした科目群からなる履修証明プログラムとして、以下のサブプログラムを設置しています。

・ のセキュアな活用

カーボンニュートラル

リスクマネジメント

地球環境

実践半導体教育

【【そそのの他他のの特特別別ななココーースス】】

コース

コミュニケーション教育コース

ベトナム大学院特別コース

詳細は、研究科 ページでご確認ください。

特別コース

その他の特別なコース

サブプログラム

- 126 -

４４．．「「ププロロジジェェククトト・・ママネネーージジメメンントト実実習習科科目目」」ににつついいてて

““ ””

国内外の企業や省庁・公的機関でのインターンシップ、国内外での学会発表、留学、研究室の枠を越えた他の組織での実習
等の実践的活動をもって、「プロジェクト・マネージメント実習科目」の単位として認定することができます。
実践的活動及び事前準備、事後報告等の時間を含め、各科目が指定している時間の学修などにより、単位数が定められてい

ます。成績評価は「修了」となります。

【研究科共通開講】プロジェクト・マネージメント実習科目
“ ”

授業科目名 単位数 対象

インターンシップ（短期）
１

国内外の企業や省庁・公的機関でのインターンシップ
、

インターンシップ（長期）
２

国内外の企業や省庁・公的機関でのインターンシップ
、

学会発表型実習
１

国内外での学会発表

海外学修（短期）
１

短期間の訪問型留学

海外学修（長期）
２

長期間の滞在型留学

実践実習（短期）
１

研究室の枠を越えた他の組織での実習

実践実習（長期）
２

研究室の枠を越えた他の組織での実習

探究型教育実践実習
１

左記の授業科目履修

【特定学位プログラム開講】プロジェクト・マネージメント実習科目

“ ”

授業科目名 単位数 対象

ソフトウェア開発実習
１

左記の授業科目履修
データサイエンス実習

１

土木プラクティスⅠ
１

１

単位修得方法

【研究科共通開講】
“ ”

※探究型教育実践実習を除く

【特定学位プログラム開講】及び探究型教育実践実習

“ ”

単位認定（年２回）
（ ）

授業履修

単位認定申請書類及びその添付資料等に基づき、学位プログラムま

たはコースで単位認定を行います。

学生自身での履修登録は不要です。

シラバスを確認の上、開講期の履修登録期間に各自で履修登

録してください。

詳細は研究科 ページをご確認ください。
詳細は授業担当教員へお尋ねください。
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５５．．特特別別ココーースス・・ササブブププロロググララムム等等ににつついいてて

【【特特別別ココーースス】】

学位プログラムで学ぶ専門的かつ学際的学修分野の中で、特に先鋭的な内容を集中的に学修する履修モデ

ルとして、以下の特別コースを設置しています。

セキュリティ（ 育成）

ブループラネッツ

アグリバイオ

生殖補助医療学

【【ササブブププロロググララムム】】

学位プログラムで学ぶ専門的かつ学際的学修分野の他に、分野を越えて、現代が直面する様々な社会課題

にフォーカスした科目群からなる履修証明プログラムとして、以下のサブプログラムを設置しています。

・ のセキュアな活用

カーボンニュートラル

リスクマネジメント

地球環境

岡山大学 プログラム
～半導体とその産業応用に関する先端的技術知見を持った人材の育成～

【【そそのの他他のの特特別別ななココーースス】】

コース

コミュニケーション教育コース

ベトナム大学院特別コース

詳細は、研究科 ページでご確認ください。

特別コース

その他の特別なコース

サブプログラム
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４４．．「「ププロロジジェェククトト・・ママネネーージジメメンントト実実習習科科目目」」ににつついいてて

““ ””

国内外の企業や省庁・公的機関でのインターンシップ、国内外での学会発表、留学、研究室の枠を越えた他の組織での実習
等の実践的活動をもって、「プロジェクト・マネージメント実習科目」の単位として認定することができます。
実践的活動及び事前準備、事後報告等の時間を含め、各科目が指定している時間の学修などにより、単位数が定められてい

ます。成績評価は「修了」となります。

【研究科共通開講】プロジェクト・マネージメント実習科目
“ ”

授業科目名 単位数 対象

インターンシップ（短期）
１

国内外の企業や省庁・公的機関でのインターンシップ
、

インターンシップ（長期）
２

国内外の企業や省庁・公的機関でのインターンシップ
、

学会発表型実習
１

国内外での学会発表

海外学修（短期）
１

短期間の訪問型留学

海外学修（長期）
２

長期間の滞在型留学

実践実習（短期）
１

研究室の枠を越えた他の組織での実習

実践実習（長期）
２

研究室の枠を越えた他の組織での実習

探究型教育実践実習
１

左記の授業科目履修

【特定学位プログラム開講】プロジェクト・マネージメント実習科目

“ ”

授業科目名 単位数 対象

ソフトウェア開発実習
１

左記の授業科目履修
データサイエンス実習

１

土木プラクティスⅠ
１

１

単位修得方法

【研究科共通開講】
“ ”

※探究型教育実践実習を除く

【特定学位プログラム開講】及び探究型教育実践実習

“ ”

単位認定（年２回）
（ ）

授業履修

単位認定申請書類及びその添付資料等に基づき、学位プログラムま

たはコースで単位認定を行います。

学生自身での履修登録は不要です。

シラバスを確認の上、開講期の履修登録期間に各自で履修登

録してください。

詳細は研究科 ページをご確認ください。
詳細は授業担当教員へお尋ねください。
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